
摩

登
伽
經

の
天
夊
暦
數

に

つ
い
て

善

波

周

一

序

.

言

摩
登
伽
經
は
、
叉
の
名
を
舍
頭
柬
太
子
二
十
八
宿
經
と
も
言

ふ
が
、

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
天
文
學
書
で
も
な
く
、

ま
た
宿
曜
經
の
如
く

-星
占
を
主
眼
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
.天
文
記
事

の
豐
富
且
つ
正
確
な
る
點
に
於
て
は
漢
譯
經
典
中
最
も
優
れ

た
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
印
度
天
交
學
史
上
か
ら
も
見
逃
す

こ
と
の
出
來
ぬ
極
め
て
貴
重
な
文
獻
で
あ
る
。
從
つ
て
古
來
、

シ

ナ
、
日
本
に
於
て
天
文
星
占
の
事
を
語

る
場
合
に
は
必
す
本
經
が
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
し
か
も
之
を
純
天
文
學

的
立
場
か
ら
種
々
示

唆

に
富
め
る
問
題
を
提
供
し
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
實
に
故
薪
城
薪
藏
博
士
で
あ

つ
た
.
た
ま
た
ま
筆
者
は
摩
登

伽

經
の
完
全
な
梵
本

マ
ニ
ェ
ス
ク
リ
プ
ト
を
披
見
す

る
の
機
會
に
惠
ま
れ
、
且
つ
之
を
西
藏
文
と
も
封
照
す

る
機
會
を
得
る
に
及
ん
で
、

天
文
學
的
に
も
更
に
多
く
の
興
味
あ
る
問
題
に
逢
着
し
た
の
で
、
今
そ
れ
ら
を
此
處
に

一
括
し
、
摩
登
伽
經
に
現
れ
た
る
天
文
歴
數
に

關

す
る
記
事
を
吟
味
し
、
且
つ
、
そ
れ
が
異
本
と
の
關
蓮
に
於
て
如
何
な
る
意
義
を
持

つ
か
を
記
述
し
て
見
た
い
と
思

ふ
。

摩
登
伽
經
上
下
二
卷
は
、
梵
本
で
は

D
iv
y
�
v
a
d
�
n
a

中
の
第
三
十
三
番
目
の
物
語
り
と
し
て

一
卷
に
纒

つ
て
遺
㎎る
が
、
題
名
を

駆
琶

爵

冨

暑

§

茎

一=。
ぴ
・
築

で
は
時
量

獨
で
流
通
し
て
ゐ
る
の
は
そ
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
言

へ
や
%
・
舍
繋

太

摩
登
伽
經

の
、天
丈
暦
數

に
つ

い
て

(善

波
周
)

一
七

一



東

洋

學

論

叢

.

一
七
二

子

二
十
八
宿
經
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
シ
ャ
ー
ル
ド
ゥ
ー
ラ

・
カ
ル
ナ
の
音
寫
で
あ
り
、

一
名
を
虎
耳
經
と
い
ふ
の
は
そ
の
意
譯
で
あ
る
。

そ

の
内
容
は
題
名
と
な
つ
て
居
る
虎
耳
太
子
に
關
す
る
譬
喩
因
縁
物
語
で
あ
る
が
、
し
か
し
太
子
は
重
要
な
登
場

貳
物

で
は
な
い
。
摩

登
伽
と
い
ふ
經
名
は
こ
の
物
語
り
中
の
女
主
人
公
た
る

M
�
tan
g
a
族
の
名
か
ら
取

つ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
卑
賤
族
に
屬
す
る

一
婦

人

が
種
族
手
等
の
見
地
か
ら
佛
教
に
救
は
れ
る
と
い
ふ
の
が
そ
の
本
筋
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
天
文
記
事
は
(
そ
の
過
去
因
縁
物

語
中
に
於
て
、
卑
賤
族
た
る
虎
耳
太
子
の
父
が
そ
の
息
子
の
た
め
最
高
婆
羅
門
の
娘
を
貰
ぴ
に
行
き
、
そ
の
婆
羅

門
の
問
に
答

へ
て
敢

て
そ
の
智
識
が
彼
等
に
劣
ら
ざ
る
こ
と
を
開
陳
し
た
際

の
記
事
で
あ
り
、
從

つ
て
そ
れ
等
の
内
容
は
當
時
印
度
に
於
け
る
最
高

の
學
問

を
代
表
す
る
謂
は
ば
簡
單
な
百
科
辭
典
の
觀
を
さ

へ
呈
し
て
お
る
と
い
ふ
點
に
於
て
甚
だ
貴
重
な
文
獻
で
あ
る
と
言

へ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
そ
の
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
摩
登
伽
經
上
下
二
卷
は
呉
の
天
竺
三
藏
竺
律
炎

(印
度
人
)
と
支
謙

(
月
氏
國
人
)
と
の
典

譯

で
あ
り
、
舍
頭
柬
太
子
二
+
八
宿
經
は
西
晋
の
三
藏
竺
法
護

(月
氏
國
人
)
の
譯
で
あ
る
か
ら
共
に
西
紀
三
世
紀

の
も
の
で
あ
る
ゆ

し

か
し
本
經
の
序
品
に
相
當
す
る
摩
登
女
經
は
後
漢
の
安
世
高
の
譯
で
あ
る
點
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
に
相
當
す

る
原
本
が
少
く
と
も

西
紀
二
世
紀
中
葉
以
前

に
存
在
し
て
お
つ
た
と
考

へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
い
つ
頃
ま
で
潮
り
得

る
か
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
の
内
容
か
ら
そ
れ
が
所
謂
印
度
天
文
學
上
か
ら
言
つ
て
第
二
期
に
屬
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
異

論

な
く
、
こ
の
意
味
に
於

て
も
宿
曜
經
な
ど
よ
り
遙
か
に
古
く
、
單
に
印
度
天
文
學

の
立
場
か
ち
の
み
な
ら
す
、

西
方
天
文
學
と
の
交

渉

に
於
て
も
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
摩
登
伽
經
の
譯
者
は
頗
る
天
文
歴
數
に
通
じ
て
ゐ
た
ら
し
く
、
そ
れ

が
單
に
原
本
か
ら
の
直
譯
の
み
に
絡
始
せ
す
、
彼
等
譯
者
が
當
時
の
天
文
歴
數
に
照
し
、
改
譯
も
し
く
は
加
筆
し

て
居
る
部
分
が
隨
所

に
見
ら
れ
る
の
、で
、
今
日
よ
り
見
れ
ば
そ
れ
が
却
つ
て
天
文
學
上
あ
る
い
は
文
獻
學
上
に
多
く
の
興
味
あ
る
問
題
を
提
供
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
以
下
順
を
途
ふ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。



誰
①

本
經

の
梵
丈
刊
行
本
は
'
C
o
w
ell
a
n
d

N
eil
Q

D
iv
y
�
v
a
d
�
n
a
,
C
a
m
b
rid
g
e,
],$
$
　
°
の

一
本

あ
る
の
み
で

あ
る
が
、

し
か
も
こ
の
申
で

5
�
rd
n
la
k
a
r
n
�
v
a
d
�
n
a

は
原
本

が
は

つ
き
り
せ

ぬ
と

の
理
由
を
以

て
附
録

の
部

に
載

せ
、
量

か
ら
す

る
と
そ

の
孚
分
以

上
を
載

せ
て

い
な

い
。

幸
ひ
筆
者
は
故
鱒
原
亮

三
郎
博
士
が
印
度

よ
り
請
來

さ
れ
た

D
iv
y
�
v
a
d
�
n
a

の

マ
ニ
ュ

ス
ク
リ
プ

ト
と
、
更

に
單
獨

に
流
布

し
て

い
る
前
記

摩
登
伽
經

の
み
の
梵
本

マ

ニ
ュ
ス
ク
リ
プ

ト
を
借
覽
す

る
こ
と
を
得

、
そ

の
全
丈
を
校
IIIII
研
究
す
る

の
機
會

を
與

へ
ら

れ
た
。

倚

、
西
藏

丈
は

デ

リ
ゲ
版
甘
珠
爾

に
據

つ
た
。

二

印

度

の

二

十

八

宿

本

經

に
取

り

扱

は

れ

N

ゐ

K
a
二

十

八

宿

(
a
s
t�
v
iri
is
a
tin
a
k
s
a
tr
�
iai)
ぼ

、

舍

頭

柬

太

子

二

十

八
宿

經

の
名

が

示

す

如

く

、

そ

の
主

眼

は

二

十

八
宿

の

星

占

に

置

か

れ

て

は

ゐ

る

が

、

元

來

古

代

に
於

け

る

天

文

と

星

占

が

全

く

同

一
學

問

で

あ

つ
た

事

は

今

更

言

ふ

ま

で

も

な

い
。

從

つ

て
摩

登

伽

經

の
読

星

圖

晶
第

五

も

其

の
基

礎

と

な

る

べ

き

二

十

八

宿

の
種

女
な

る
性
格

を

記

し

光

も

の

で
あ

る

が
、

そ

の

中

で

各

星

宿

の

星
數

、

形

歌

、
廣

度

を

記

し

て
居

る
部

分

が

天

文

學

的

に

重

要

で
あ

り

、

直

接

そ

れ

の

み

で

は

二

十

八
宿

の
位

置

を

知

る

こ
と

は

出

來

な

い

が

、

↓

か

し

之

に

よ

つ

て
第

二

期

に

於

け

る
二

十

八
宿

の
天

文

學

的

位

置

を
檢

し

得

る
好

資

料

た

り

得

る

の

で

あ

る
。

故

に
本

稿

に
於

て

は
特

に

そ

の
天

文

學

的

部

分

の

み
を

抽

出

し

、

先

す

各

本

の
異

同

樹

校

に

よ

り

そ

れ

ら

を

吟

味

し

、
£
印

度

に

於

け

る

二

十

八
宿

の
正

し

い
姿

を

明

ら

か

に

し

て
見

た

い
。

麼
翫登
伽
經

の
天
丈

一暦
數

に
つ
い
て

(譱
目波
周
)

一
七
三



東

洋

學

論

叢

L

.

一
七

四

二

十

八

宿

異

本

對

照

表

宿

は

宿

曜

經

、

日

は

大

集

經

日

藏

分

、

、A

は

A

t
h
a
r
v
a
-v
e
d
a

P
a
;r
i
s
i
s
t
a
、

G

は

G
i
n
z
e
I
;
頃

a
n
d
b
u
c
h

d
e
r

iVF
a
t
h
e
m

a
t
is
c
h
e

u
n
d

1
'e
c
h
n
i
s
-

C
h
e
n

C
h
r
o
n
o
l
o
g
ie
,

I

B
d
,

Q

　

°

番
號

項

目

梵

文

藏

文

摩
登
伽
經

舍
頭
柬
經

其

他

一

名

稱星數形歌廣度

Kr
t
ti
k�六剃刀一〇ム

フ

ー

ル

タ

S
mi
n-
d
ru

g六剃刀三〇ムフー

ル

タ

昂六散
花一二

時

名
稱六豫三〇

須
叟

昆
(

宿、

日
)六(宿、日、

A
)剃刀(宿、日)三〇時(日)一日(G)

二

名

稱星數形歌廣度

R
o
hin

�

●

五車
形

,

四

五
ム

フ

ー
ル

タ

S
n
a
r-

m
a五車の兩輪四五ムフ

ー

ル

タ

畢五飛
雁一日

牟

長
育五車

'

四
五
須
叟

畢
(
宿、

日
)五(宿、日)l　　)牛車(宿)立叉(日)四五時(日)一日牛(G)

三

名

稱星數形歌

M
r
g
a
si
rd三鹿首

吶

Mg

o三鹿首

觜三鹿
首

鹿
首三鹿頭

觜

(

宿)

'嘴(日)三(宿、日、A)鹿頭(宿、日)



廣

度

一

五
ム

フ

ー

ル

タ

ノ

一

五
ム

フ

ー
ル

タ

〕

日

三
〇
須
叟

一

五

時
(
日
)一日(G)

四

名

稱星數形歌廣度

Ar

dr

�

一
黒
争四五

ム
フ
ー
ル
タ

冨
ぴq

一
頂
珠三五

ム
フ
ー
ル
タ

參
一

ー

二

日

生
管

一
圓一

五
須
叟

參
(
宿
、

日
〉一(宿、日、

A
)額上點(宿)厭(日)四五時(日)牛日(G)

五

名

稱星數形耿廣度

P
u
n
a
r
v
a
s
u二蓮花一五ムフー

ル

タ

一

N
a
m-
s
o二歩」五ムフ

ー

ル

タ

井二人
歩一日

一

増財三封
立四五

須
叟

井

(宿

、

日
〉二(宿、臼、

A
)屋袱(宿)脚跡(日)一五時(日)一日牟(G)

六

名

稱星數形状廣度

P
us
y
a三瓶三〇ム

フ

ー

ル

タ

図
σq

峯H三瓶三〇ム

フ

ー
ル

タ

鬼三書
瓶一日

熾
盛三鈎尺三〇

須
叟

鬼

(
宿
、

日
)三(宿、日、

A
)

一

餅
(
宿
)胸前滿相

(
日
)三〇時(日).一日(G)

名

稱

b貧

oも
。
91

.

L

S
ka

g

柳

不
覲

柳

(宿

宀

日
)

鏖

伽
經
の
委

暦
讐

つ
い
て

(善
波
周
)

モ

五



東

洋

學

論

叢

、

一
七
六

七

星

數形駅廣度
卩

r
頂

珠一五
ム

フ

ー

ル

タ

'

一
頂珠一

五
ム

フ

ー

ル

タ

一

ー
牛
日

五曲
鈎三〇

須
叟

六

(
宿
、

A
)一(日)蛇頭(宿)厭(日)一五時(日)牛日(G)

八

名

稱星數形状廣度

M
a
g
h
�,五河曲三〇ム

フ

ー

ル

タ

Mc

h
β五河頸三〇ム

フ

ー

ル

タ

星五

、河曲一日

㌔

土
地五曲河三〇

須
叟

星

(
宿
)七星(日

)六(宿、A
)四(日)牆(宿)河岸(日)三〇時(日)一日.(G)

九

名

稱星數形状゚廣度

1'

�
r
v
a
-

ph

�l

　
n
nilJ

二榻三

〇
ム

フ

ー

ル

タ

、

G
re二歩三〇

ム

フ

ー

ル

タ

張二入

歩 ,一日

前
徳三南北

封
立三〇須叟

張
(
宿
、

日
)二(宿、日、

A
)杵(宿)脚跡(日)三〇時(日)一日(G)

一

〇

名

稱星數形歌

Ut
t
ar

a-
p
h
�l
gq

琶刈二榻̀

Db

o二榻
」

翼二人
歩

北
徳二南北

封
立

翼
(宿

、

日
)二(宿、日、

A
)踟跌(宿)脚跡(日)、＼



廣

度

四

五
ム

フ

ー

ル

タ

四

五
ム

フ

ー

ル

タ

一

日

牛

三
五
須
叟

一

五

時
(
日
)一日牛(G)

=

名

稱星數形状庫度

I
i
a
st
�五手三〇ム

フ

ー

ル

タ

Me
-
b
s
hi五,手三〇ムフ

ー

ル

タ

軫五人
手一日

一

夜

象

■

五象三
〇
須
叟

軫
(
宿
、

日
)五(宿、日、

A
)手(宿)人手(日)三時(日)一日(G)

一

二

名

稱星數形歌廣度

Cit
r
剛

一

-＼

頂

珠一五
ム

フ

ー

ル

タ

N'
ag
-

pa二蓮華實三〇ム

フ

ー

ル

タ

角
一

ー

一

日

彩
書

一
圓三

〇
須
叟

角
(
宿
、

日
)二(宿)一(日、A)長幡(宿)厭(日)

,一五時(日)一日(G)

1

■

一

三

名

稱星數形歌廣度

S　
v�

t
i

一
頂

珠一五
ム

フ

ー

ル

タ

S
a
-
r
i」

頂珠

/
ー

一

五
ム

フ

ー

ル

タ

亢
一

i

冖

日

善
元

一
圓一

五
須
叟

卩

亢

(

宿
、

日
)一(宿、H、

A
)

黶膝

)

一

五

時
(
艮
)牛日(G)

ヒ

丶

名

稱

≦

鍬

写
91

S
a-

g
斧

域

善
格

峩

(
宿
、

日
)

塵
二登
伽
經
.の
天
・文
暦
一數
に

つ
い
て

(善

波
周
)

一
七
七



東

洋

學

論

叢

一
七
八

一

四

星

數形状、

廣

度

二角四
五
ム
フ
ー
ル
タ

・

四角

柱四五
ム

フ

ー

ル

タ

二牛
角一日

牛

二牛
角四五須

叟

四
(
宿
)二(日、

A
)牛角(宿)脚跡(日)四五時(R)一日牛(G)

一

五

・

名

稱星數形歌廣度

A
n
u
r
�
d
h
倒四聯珠iti0ムフー

ル

タ

L
h
a-ln

t
s
h
a

m
s四象頭三〇ムフールタ

房
四珠

貫一日
一

夜

(
悗
可
)

ーーf

」房
(
宿
、

日
)四(宿、日、

A
)長布(宿)瓔珞曾)三〇時(日)、一日(G)

一

六

名

稱星數形状廣度

}
y
e
st
h
　三ヒ麥核一五ムフ

ー

ル

タ

S
a
r
o
n三梯子一五ム

フ

ー

ル

タ

心三鳥一
日

尊
長三,麥一五

須
叟

心

(

宿、

日
)三(宿、日)一(A)

階
(
宿
)大麥(日

)一五時(日

)牟日(G)

一

七

名

稱星數形歌

]≦

亀
91七蠍

5
n
rru

n
s九蠍

尾七蠍

根
元三蠍

尾
(
宿
、

口
)二(宿)七(日、A)師子頂毛(宿

)蠍尾(日)



廣

度

三

〇
ム

フ

ー

ル

タ

三

〇
ム

フ

ー

ル

タ

一

日
一

夜

三
〇
須
叟

三

〇

時

(

日
)一日(G)

'

'

一

八

名

稱星數形状廣度

Y
CT
r
v
�
s
�
d
h
�四牛歩三〇ムフ1ル

タ

C
h
u-
s
t
o
d四牛尾を上ぐ三〇ムフ

ー

ル
タ

箕四牛
歩一日

一

夜

前
魚四象、三〇須

叟

箕
(
宿
、

日
)四(宿、日、

A
)牛武(宿)牛角(日)1i10時C日)一日(G)

一

九

名

稱星數形状廣度

U
t
t
a
r
　,
s�

dh

�

●

四象
歩四五

ム
フ
ー
ル
タ

Ch

tt
-
s

m
　,
d四象歩四五ムフー

ル

タ

斗四象
歩一日

牛

北
魚四象四五須

叟

斗
(
宿
、

日
)四(宿、日、

A
)象歩(宿)入地を拓く(日

)四五時(日)一日牛(G)

二
〇

名

稱星數形歌廣度

A
Uh
iji
t三牛頭六

Gr

o-
bs

hi
ii三牛頭六

牛三牛
首一時

無
容三牛頭六須

叟

牛
(
宿
、

日
)三(宿馬日)一(A)牛頭(宿、日

)六時(日)

名

稱

、S
ra

v
　.
n
�

●

By

i-
bs

hi
n

女

耳
聰

女

(
宿
、

日
)

摩
登
伽
經

の
天
丈
暦
數

に
つ
い
て

(善

波
周
)

一
七
九



東

洋

學

論

叢

.

一
八
〇

二
一

星

數形歌廣度

三麥
核三〇

ム
フ
ー
ル
タ

三麥三
〇
ム
フ
實
ル
タ

三鵝

麥一日

=
佼

三麥三
〇
須
叟r

三

(
宿
)四(日)梨格(宿

)大麥粒(日

)三〇時(口)一日(G)

名

稱

D
ha

ni
s
th

�

●

●

M
o
n-
gr
e

盧

貪

財
・

盧
(
宿
、

日
)

二
二

星

數形状廣度

四飛
鳥三〇

ム
フ
ー
ル
タ

＼

四

、

鳥三

〇

ム
フ

ー

ル

タ

ダ

四飛
鳥一日

一

夜

四調
蛻
之
珠三〇須叟

四
(
宿
、

日
)五(A)訶梨勒(宿)鳥(日)三〇時(日)一日(G)

名

稱

、S
a
t
a
bh

i
s
�

■

M
o
n-
gr
u

危

百
毒

〆

危
(
宿
、

日
)

二
三

星

數形袱廣度

一
頂珠一

五
ム

フ

ー

ル

タ

一
頂

珠一五
ム

フ

ー

ル

タ

一

f

一

日

一
圓一

五
須
叟

一

(
宿
、

日
、

A
>華穗(宿)厭(日)一五時(日)牛口(G)

名

稱

P,

B
h
a
d
r
a-
p
a
dd

　

K
hr
um

s-st
o
d

室

前
賢
迹

室

(
宿
、

日
)

二
四

星

數形趺

二歩

二

/

馭
者

ー二人
歩

二柑
遠
封
立

二

(
宿
、

日
、

A
)車轅(宿)脚跡(日)

1



廣

度

三

〇
ム

フ

ー
ル

タ

三

〇
ム

フ

ー
ル

タ

一

日
一

夜

三
〇
須
叟

三

〇

時
(
日
)一日(G)

二
五

名

稱星數形歌廣度

U,

Bh

a
d
ra
-

pa

d�二丶歩四五ムフールタ

K
h
r
tt

m
s-
s

m
a
d二゚歩四五ムフ」ルタ

壁二人
歩一日

一

夜

北
賢
迹二相遠封

立三五須叟

壁
(
宿
)辟(日)二(宿、

日
、

A
)立竿(宿)脚跡(日)四五時(日)一日牟(G)

二
六

名

稱星數形歌廣度

R
e
va

ti

`

一
頂
珠三〇

ム
フ
ー
ル
タ

、

N
a

m
-

g
r
u

一
頂
珠三〇

ム
フ
ー
ル
タ

奎
一

牛
珪一日

一

夜

流
灌

一
圓三

〇
須
臾、

奎
(
宿
、

日
)11111C宿)一(日、A)小艇(宿)厭(日)三〇時(日)一日(G)

r

二
七

名

稱星數形歌廣度

諺
嘶
く幽

島

6

二馬
首

丶

三

〇
ム

フ

ー
ル

タ

T
h
a-
s
ka
r二馬頭三〇ムフ

ー

ル

タ

91

婁二馬
首一日

一

夜

馬
師三馬案三〇

須
叟

婁
(
宿
、

日
)三(宿、囘)二(A)馬頭(宿、日

)三〇時(日)一日(G)

名

稱

Bh

ar

a
ii
�

●

Br

�-
n
e

胃

長
息

胃

(

宿、

日
)

摩
登
伽
經

の
天
文
暦
數

に

つ
い
て

(善

波
周
)

一
八

尸



東

洋

學

論

叢

一
八

二

二
八

星

數形歌廣度

三女

陰三〇
ム
フ
ー
ル
タ

三女
陰三〇

ム
フ
ー
ル
タ

三鼎
足一日

一

夜

五軻三
〇
須
叟

三

(
宿
、

日
、

A
)三角(宿)鼎足(日)三〇時(日)牟日(G)

さ
て
右
の
表
に
つ
い
て
少
し
く
檢
討
を
進
め
て
見
た
い
。

名
稱
に
つ
い
て

摩
登
伽
經
が
二
十
八
宿
名
を
昂
、
畢
、
參
な
ど
と
譯
し
て
居
る
の
は
、
、元
來

シ
ナ
で
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
二
十
八
宿
名
を
そ
の
ま
ま
印

度

の
そ
れ
に
當
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
星
宿
名
と
梵
語
名
と
の
間
に
は
言
語
學
上
何
等

の
關
蓮

は
な
い
。
そ
し
て
そ

れ

ら
の
位
置
に
つ
い
て
も

シ
ナ
の
そ
れ
と
異
つ
て
ゐ
る
も
の
は
二
十
八
宿
中
九
宿
に
及
ん
で
ゐ
る
。

(術
イ

ン
ド

と
ア
ラ
ビ
ヤ
の
そ
れ

と
は
七
宿
異

つ
て
お
り
、
シ
ナ
と
ア
ラ
ビ
ヤ
も
七
宿
異

つ
て
居
る
。
從

つ
て
い
つ
れ
が
よ
り
近
親
性
が
あ
る
か
は

こ
れ
の
み
で
は
決
定

出
來
な
い
。
)

梵
語

の
名
稱
と
そ
の
形
と
が
字
句
の
上
か
ら
大
體

一
致
し
て
居
る
の
は

K
r
ttik
　,
Q
剃
刀
、
竃
噌σq
瀛
陣蒟

の
鹿
頭
、

H
a
sts
.
の
手
、
A
sivin
i

の
馬
師
の
四
つ
だ
け
で
あ
り
、
二
十
八
宿
名
全
般
か
ら
見
て
梵
語
名
が
そ
の
形
か
ら
取

つ
た
と
も
思

へ
す
、

何
故
に
か
か
る
梵
語
名
が
附
せ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
全
然
知
る
を
得
な
い
。
舍
頭
柬
經
の
方
は
正
し
く
梵
語
か

ら
の
直
譯
で
は
あ
る

が
、
そ
の
譯
が
示
す
如
く
單
に
字
義
上
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
名
稱
、
生
管
、
不
覲
、
土
地
、
無
容
な
ど
と
言
ふ
の
は
頗

る
難
色

あ
る
譯

で
あ
る
。
例

へ
ば

国
噌
録
圈

を
名
稱
と
譯
し
て
居
る
の
な
ど
も
、
切
る
或
は
紡
ぐ
と
い
ふ
,二
つ
の
動
詞

か
ら
は
考

へ
ら
れ
る

が
、
も
し
名
稱
と
い
う
譯
が
誤
り
で
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
根
據
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
又

〉
潜
溜
91

を
不
覲
と



り

わ

も

し
て
居

る
が
'
S
le
w

に
は
か
ら
む
と
の
意
が
あ
り
、
之
を

〉
鱒
①
脇

と
七
て
居
る
本
も
あ
り
、
主
神

が
蛇
で
あ
る

こ
と
な
ど
よ
り
見

る
と

こ
の
不
覲
と
い
ふ
譯
な
ど
も
吟
味

の
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
見
て
も
梵
語

の
名
稱
が
統

一
さ
れ
た
内
容
か
ら
命
名
さ
れ
た

と
は
思

へ
す
、
從

つ
て
其
の
名
稱
に
よ
つ
て
二
十
八
宿
の
起
原
及
び
性
格
な
ど
を
知
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

こ
の
理
由
を
以
て

二
十

八
宿
が
印
度
起
原
で
な
い
と
の
読
を
な
す
學
者
も
あ
る
が
、

こ
れ
も
全
く
不
明
な
事

で
あ
り
、
西
藏
語

の
二
十

八
宿
名
も
同
樣

に

全
然

そ
の
命
名
理
由
を
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
な
ほ
西
藏
の
牛
宿
と
女
宿
、
盧
宿
と
危
宿

が
辭
典
な
ど
に
於
て
も
麌

々
混
淆
さ
れ

て
ゐ
る
の
は
注
意
を
要
す
る
。

星
數
と
形
歌
に
つ
い
て

各
本
と
も
星
數
と
形
状
は
大
體
に
於
て
現
在
の
天
文
學
上
か
ら
見
て
實
際

の
星
座
に
ぼ
ぼ

一
致
し
て
居
る
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
そ
の

一
々
に
つ
い
て
は
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
摩
登
伽
經
の
星
數
が
全
部
梵
本
と

一
致
し
て
ゐ
る
の
は
却

つ
て
珍
ら
し

い
位
で
あ
り
、
そ

れ
と
大
集
經
日
藏
分
の
符
合
も
見
逃
し
得
な
い
。
舍
頭
柬
經
は
他
の
部
分
で
は
摩
登
伽
經
と
比
較
し
て
割
に
梵
本
に
忠
實

で
あ
る
に
拘

ら
す
、

こ
の
星
數
に
つ
い
て
は
そ
の
六
星
ま
で
も
梵
本
と
異
り
、
中
に
は
實
際

の
星
座
の
上
か
ら
時
に
光
度
の
低

い
も
の
ま
で
入
れ
て

ゐ
る
な
ど
は
、
單
に
そ
れ
が
直
譯
に
よ
つ
た
も
の
で
は
な
く
實
際
に
觀
察
し
た
事
を
示
し
て
居
る
も
の
と
考

へ
ら
れ

る
。
形
歌
に
つ
い

て
も
各
本
の
封
照
に
よ
り
大
體

に
於
て
そ
の
形
を
想
像
し
得

る
が
、
例

へ
ば

K
r
ttik
�
の
剃
刀
と
言

ふ
が
如
き
は
、

形
の
上
か
ら
は
む

し
ろ
散
花
と
か
豫
と
い
ふ
風
に
も
見
え
る
が
、
K
rttik
�

に
剃
刀
と
い
ふ
意
味
が
あ
る
の
で
形
の
上
か
ら
其
の
名
が
與

へ
ら
れ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
字
句
の
上
か
ら
剃
刀
と
い
ふ
形
に
し
た
か
は
明
か
で
な
い
。
ま
た
鬼
宿

の
形
を
舍
頭
柬
經
の
み
が
鈎
尺
と
し
、
更
に
柳
宿
を

曲
鈎
と
し
て
五
星
に
見
て
ゐ
る
の
は
實
際
上
却
つ
て
委
當
の
や
う
に
思

へ
る
。
類
器
帥91
を
象

と
し
て
居
る
の
は
、
さ
き
の
剃
刀
の
場
合

と
同

じ
く
そ
の
字
句
の
上
か
ら
そ
の
形
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
琢
宿
は
二
星
が
光
度
彊
く
、
他
の
二
星
が
弱

い
か
ら
藏
文
の
如
く
そ

麼
冖登
伽
縡
一の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(益
口波
周
)

匹

一
八
三



東

洋

學

論

叢

-

一
八
四

れ
を
四
と
見
て
も
差
文

へ
は
な
い
。
心
宿
と
女
宿
は
共
に
三
星
で
之
を
麥
の
形
と
し
て
ゐ
る
が
、
藏
夊

と
宿
曜
經

が
宿
心
の
形
を
梯
子

叉
は
階
と
し
て
ゐ
る
の
は
む
し
ろ
そ
の
方
が
納
得
さ
れ
る
。
尾
宿
を
舍
頭
柬
經
と
宿
曜
經
が
夫

女
三
と
二
に
し
て

ゐ
る
の
は
蠍
の
形
か

ら
見

て
七
乃
至
九
と
す
る
の
が
わ
か
り
よ
く
、
箕
宿
の
形
の
象
と
い
ふ
の
は
次

の
斗
宿
と
の
混
同

で
あ
ら
ヶ
。
胃
宿

は
舍
頭
柬
經

の
み

が
五

星
と
し
て
ゐ
る
が
其

の
形
は
三
角
に
見

へ
る
。
梵
藏
共
に
之
を
女
陰
と
し
て
居
リ
ギ

ン
ツ
ェ
ル
も
そ
の
形
を

y
o
n
i
と
し
て
居
る

點

よ
り
見
て
、
も
し
そ
れ
が
さ
う
し
た
形
に
見

へ
る
と
す
れ
ば
、
漢
譯
が
こ
こ
で
も
不
飜

の
立
場
か
ら
さ
う
し
た
表
現
を
忌
み
嫌

つ
た

も

の
と
思
は
れ
る
。

、

廣

度
に
つ
い
て

こ
こ
に
言

ふ
廣
度
と
は
、
月
が
夫
々
の
星
宿
の
間
を
行
く
に
要
す

る
時
間
を
以
て
之
を
表
は
し
て
居

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
單
位

を

m
u
h
�
rta
(
時
、
分
.
須
叟
)、

或
は
日
數
を
以
て
現
し
て
居
る
。
こ
れ
は
シ
ナ
な
ど
が
既
に
紀
元
前
五
世
紀
頃
か
ら
度
數
を
以
て

現
し
て
を
る
の
と
比
較
し
て
天
文
學
的
に
か
な
り
幼
稚
で
あ
つ
た
と
も
言

へ
る
が
、
し
か
し
、
之
れ
は
暦
法
上
恒

星
月
の
長

さ
に
そ
の

重
點
を
置
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
三
〇
ム
フ
ー
ル
タ
が

一
日
に
相
當
す

る
の
で
、
い
ま
試
み
に
ご
れ
ら
を
各
別
に
そ
の
ま
ま
合

計
し
て

{
月
の
日
數
を
計
算
し
て
見
る
と
次
の
や
う
に
な
る
。

林
川

文
ー

二
山ハ
日
と

一
ム
フ
ー
ル
タ

蕊
鰍

文
i

二
七
日
と
六
ム
フ
ー
ル
タ

摩
登
伽
經
一-

二
七
日
牛
と

一
三
ム
フ
ー
ル
タ

舍
頭
柬
經
i

二
七
日
と

一.ム
フ
ー
ル
タ

、

こ
の
不
同
を
各
宿
に
つ
い
て
封
照
し
、
同
時
に
各
宿

の
實
際
の
廣
度
に
つ
い
て
檢
討
す
る
に
、
そ
の
異
同
は
天
文
學
的
に
読
明
さ
れ



る
よ
り
は
單
に
誤
記
に
基
く
も
の
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
各
經
共
に
二
十
八
宿
の
上
記
の
記
事
の
後
に
そ
の
行
程

(廣

度
)
に
つ
い
て
總
括
的
に
述
べ
て
居
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
次

の
や
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

四

五

ム

フ

ー

ル

タ

(
へ
日

牛

)

の
も

の
ー

六

宿

(
畢

、

井

、

翼

、

域

、

斗

、

壁

)

一
五

ム

フ

ー

ル

タ

(
牟

日

)

の
も

の
1

五

宿

(
參

、

柳

、

亢
、

心

、

危

)

六

ム

フ

ー

ル

タ

の

も

の
i

一
宿

(
牛

)

三

〇

ム

フ
ー

ル

タ

(
一
日

)

の
鄭

の
ー

一
六

宿

(
殘

り

全

部

)

こ
の
合
計
は
二
七
日
牛
と
六
ム
フ
ー
ル
タ

(
牛
宿
)
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
胃
宿
は
五
本
と
も
三
〇

ム
フ
ー
ル
タ
に
な

つ
て
ゐ

る
が
、
そ
の
廣
度
か
ら
言

へ
ば

一
五
ム
フ
ー
ル
タ
と
す
る
方
が
實
際
的
で
あ
り
、
ギ

ン
ッ
ェ
ル
も
第
二
期
の
そ
れ
と
し
て
之
を
牟
日
と

し

て
居

る
。
も
と
よ
り
こ
れ
等
の
ム
フ
ー
ル
タ
が
天
文
學
上
頗

る
大
雜
把
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
當
然
で
診
る
が
、
大
體
各
宿
の
實
際

の
廣
度
に
も

一
致
し
、
全
般
か
ら
見
て
明
か
に
恒
星
月
に
よ
つ
て
測
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
此
の
事

が
當
時
印
度

に
於
て
暦
日
上
に
恒
星
月
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
積
極
的
な
證
據
に
は
な
り
得
な
い
。
却
つ
て
他
の
部
分
で
は
明
ら

か

に
朔
望
月
を
使
用
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
記
事
が
あ
る
の
.で
、

こ
こ
で
は
當
時
二
十
八
宿
が
11
星
月

の
立
場
か
ら
も
測
定
さ
れ
て
ゐ

た

と
い
ふ

一
證
左
と
し
て
見

る
方
が
天
文
學
的
に
も
む
し
ろ
委
當
と
思
は
れ
る
ゆ

四
方
配
當
に
つ
い
て

こ
れ
は
前
表
に
も
載
せ
す
特
に
天
文
學
的
な
も
の
で
は
な

い
が
、
二
十
八
宿
を
四
方
或
は
四
陸
に
配
當
す
る
と
と
は
シ
ナ
で
も
用
ひ

ら

れ
て
を
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
シ
ナ
で
は
角
か
ら
始
ま
る
東
北
西
南
の
順
で
あ
る
反
に
し
、
本
經

で
は
二
十
八
宿
を
七

星
づ
、x
昂
か
ら
始
ま
る
東
南
西
北
の
順
序
に
配
當
し
て
居
る
ご
と
は
注
意
を
要
す
る
。
帥
ち
何
故

に
摩
登
伽

經

の
二

十

八
宿

は
昂

麼
二登
伽
經
の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(盖
目波
周
)

一
八
五



宙爪
洋

學

論

讖
肌

】
八
亠ハ

(K
rttik
�
)
か
ら
始

つ
て
お
る
か
。
こ
れ
は
印
度
天
文
學
上
見
逃
し
得
な
い
點
で
あ

つ
て
、
印
度

で
も
例

へ
ば
第
三
期
の
ス
ー
ル
ヤ
・

シ
ッ
ダ
ー

ン
タ

(S
�
ry
a
-sid
d
h
�
n
ta
)

と
か
宿
曜
經
な
'-U
は
'
す
"(
て
婁

(A
s・v
in
i)
か
ら
始

つ
て
居
る
の
に
、
第
二
期
の
摩
登
伽

經

が
昂
か
ら
始
つ
て
を
る
の
は
、
實
に
二
十
八
宿
の
觀
測
が
昂
の

一
つ
手
前
の
胃

(B
h
a
ra
n
i)
に
春
分
點
の
あ

つ
た
時
代
、
換

言
す

れ
ば
そ
れ
故
に
次
の
昂
宿
を
二
十
八
宿
の
起
首
と
し
た
時
代
、
帥
ち
そ
れ
は
計
算
に
よ
つ
て
略

女
西
紀
前
十
三
世
紀
前
後
に
は
明
か
に

そ
れ
が
觀
測
さ
れ
て
ゐ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
且
つ
摩
登
伽
經
が
そ
の
傳
承
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
を
る
と
言
ふ
事
を
物
語
る
も

の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
關
す
る
詳
し
い
事
は
拙
稿
、

「
二
十
八
宿
と
吠
陀
成
立
の
年
代
」

(東
方
學
報
、
京
都
第
+
三
回
、
第
一
分
〉
に
發

表
し
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
た
だ
摩
登
伽
經

の
二
十
八
宿
が
印
度
の
第
三
期

の
文
獻
や

シ
ナ
の
そ
れ
等
を
異
り
、
明
か
に
昂
宿
か

ら
始
つ
て
を
る
事
を
特
に
指
摘
す
る
に
止
め
て
置
く
。

二
十
八
宿
と
二
十
七
宿

爾

こ
こ
で
も
う

一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
こ
の
二
十
八
宿
と
い
ふ
の
は
シ
ナ
、
ア
ラ
ビ
ヤ
な
ど
に
於
て
も
其

の
數
が
古

く

か
ら

一
貫
し
て
二
十
八
に
限
ら
れ
て
居
る
が
、
獨
り
印
度

に
於
て
の
み
時
に
二
十
七
宿
と
な
つ
て
を
る
と
い
ふ
點
で
あ
る
。
こ
の
場

合
問
題
に
な
る
の
は
牛
宿
の
有
無
で
あ
る
が
、
印
度

の
牛
宿

(A
b
h
ijit)

61
み
が

シ
ナ
、

ア
ラ
ビ
ヤ
の
そ
れ
と
異
り
黄
道
か
ら
遙
か

に
隔
つ
た

L
y
ra

で
あ
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
多
く
の
問
題
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
前
掲
拙
稿
に
論

じ
て

お

い
た
か
ら
此
處
に
は
省
略
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
た
だ
そ
れ
等
が
此
の
摩
登
伽
經
に
於
て
如
何
に
取
り
扱
は
れ
て
を
る
か
を
述
べ

て
見
た
い
。
カ
ウ

エ
ル
の
梵
本
刊
行
本
に
は
こ
の
牛
宿
は
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
を
り
、
藏
文
も
舍
頭
柬
經
も
そ
れ
を
忠
實
に
記
し
て
を

る
が
、
た
だ
摩
登
伽
經
の
み
は
二
十
八
宿
と
い
ふ
語
を
用
ぴ
つ
つ
も
、
數
ケ
所
に
於
て
こ
の
牛
宿
を
缺
い
て
を
る
。
し
か
し
面
白
い
こ

と
に
は
カ
ウ

エ
ル
本
に
は
な
い
が
榊
本
の
二
十
二
枚
の
表
に
、
各
星
宿
の
下
に
生
れ
た
者
が
如
何
な
る
業
を
享
け

る
か
と
い
ふ
所
に
於



阜二 十 八 宿 表

番號 名 稱
凋

星數 形状
廣 度
(ムフー 相 當 す る 星 名
ルタ)

1 (•V)Krttikâ 6 剃刀 30 ηTau.(Pleiades)

2 (・畢)Rohini 5 車 45 a,B,r,ETau.

3 (æX)Mrha‚«irâ 3 旅首 30 a,,Spi,SPzOri.
一

4 (™Ò)Ardrâ 1 頂珠 15 aOri,

5 、(井)Punarvasu 2 入歩 45 a,(3,Grem.

6 (鬼)Pusya. 3 瓶 30 θ,δ,γCan.

7 (–ö)A'slesâ 5 曲鈎 15 ε,δ,σ,η,ζHyd.

8 (•¯)Maghâ 6 河曲 30 Q,η,γ,ζ,μ,ε1・eo.

9 (張)P.Ph稷guni 2 人歩 30 δ,θLeo.

10 (翼 〉 τ工.Ph…1.lgtml 2 入歩 45 ﾟ,93Leo.
ア

11 (çf)Hastâ 5 手 30 δ,γ,ε,α,βCor.

12 (Šp)Citrâ 1 頂珠 30 aVir,

13 (亢)Sv舩i 1 頂珠 15 aBoo.

14 (ˆæ)Viäkhä 4 牛角 45 c,γ,β,QLib.

15
丶

(房)AIlur瓦dh乱 4 聯珠 30
β,δ,π,ρSco.

16 (•S)Jpestliâ 3 褒
噸

15 6,a,cSco.

17 (”ö)Mû1â 9 蠍 30 v,λ,κ,G,θ,η,ζ.μSco.

18 (–¥)P.Asd(ihâ 4 牛歩 30 γ,η,δ,εSag.

19 (“l)U,Asâdhâ 4 …象歩 45 ψ,σ,ζSag.

20 (牛 冫Abhijit、 3 牛頭 6 a,ε,ζLy・.L

21
'

(•—)Sravanâ 3 麥 30 γ,α,βAq1.

22 (虚)Dhanisth�, 4 飛鳥 30 Q,γ,β,ζDel.

23 噛

ƒm
(Šë)Satabhisâ z 頂珠 15

r

a,Aqr.

24 .(Žº)P.Bhadrapadâ 2 人歩 30 a,QYeg.

25 (壁)U.Bhadrapad衷 2 人歩 45 rPeggaAnd.

26 (奎)12.evati 1. 頂珠 30 ζPis.

27 (婁)A'svini 2 馬首 30 Q,rAri,
as

-(胃)Bh
arani 3 鼎 15 35,39,41Ari.

 

亠摩
登
伽
經

の
天
丈
暦
數

に
つ

い
て

(
盖
口波
周
)

・

一
八
七



東

洋

學

論

叢

一
八
八

て
、
各
宿
の
そ
れ
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
を
る
に
封
し
、
牛
宿
に
關
す
る
梵
文
の
み
が
全
然
そ
の
趣
を
異
に
し
、
單
に

「
梵
天
は
何
等

牛
宿

の
業
を
欲
し
な
い
」
と
之
を
特
別
扱
ぴ
に
し
て
を
り
、
し
か
も
摩
登
伽
經
は
之
を

「
月
在
牛
宿
、
如
斗
星
読
」
と
の
み
記
し
て
を

る

の
は
、
元
來
牛
宿
が
缺
け
て
を
つ
た
の
を
後
に
な
つ
て
特
に
搜
入
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
同
じ
く
榊
本

二
十
三
枚
目
の
表
に

「
二
十
七
宿
に
は

(匂Q
錚讐
91
<
啓

鐙
鉱
轟
首
9
嘗
o
)

昂
宿
を
始
め
と
す

る
も
の
が
あ
る
」
と

の

}
句
が
明
瞭

に
見

出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
之
を
以
て
見
る
に
梵
文

の
作
者
が
當
時
二
十
八
宿
の
立
場
に
立
つ
て
ゐ
た
の
で
、
例

へ
ば

タ
イ

テ
ィ
リ

ー

ヤ

・
サ
ン
ヒ
タ
ー
な
ど
に
出
て
來
る
印
度
獨
自
の
二
十
七
宿

の
傳
統
に
も
筆
を
加

へ
て
之
を
生
か
し
た
も
の
と
老

へ
ら
れ
る
。

さ
て
以
上
の
吟
味
に
よ
り
二
十
八
宿

の
ほ
ぼ
正
し
い
天
文
學
的
要
素
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
が
、
今

こ
れ
ら
を
印
度
天
文
學
上
第
三

期

に
屬
す
る
ス
ー
ル
ヤ

・
シ
ッ
ダ
ー

ン
タ
の
第
八
章
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
各
宿
の
距
星
の
經
緯
度

と
封
照
し
て
見

る
に
、
星
宿
そ
の
も

の
は
全
く
同

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
發
見
出
來
る

(
前
羯
、
拙
稿
參
照
)。

帥
ち
こ
の
事
は
第
二
期
の
二
十
八
宿

も
亦
第
.三
期

の
も
の

と
同

一
で
あ
つ
た
と
い
ふ
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
同
時

に
そ
の
當
時
の
觀
測
が
今
日
よ
り
見

て
も
大
體
天
文
學
的
に
信
用
し
得
る

も

の
で
あ
つ
た
と
い
ふ
事
を
立
證
す
る
も
の
と
言

へ
や
う
。
今
こ
れ
等
の
う
ち
で
最
も
要
當
な
ザ
と
思
は
れ
る
も

の
を
整
理
し
、
且
つ

こ
れ
に
相
當
す
る
實
際

の
星
名
を
加

へ
、
印
度
天
文
學
上
第
二
期
に
屬
す
る
二
十
八
宿
を

一
表
に
纏

め
れ
ば
前
表

の
や
う
に
な
る
。

三

三

種

の

ヨ

ー

ガ

ニ
十
八
宿

の
四
方
配
當

の
次
に
、
星
宿
を
最
勝
、
凶
惡
、
和
善
、
柔
弱
、
常
定
、
速
疾
の
性
質
に
よ
つ
て
分
類

し
て
ゐ
る
が
、

こ
れ

は
星
占

の
部
に
入
る
べ
き
も
の
な
の
で
茲
に
は
觸
れ
な
い
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
に
引
綾
い
て
摩
登
伽
經
に
家
の
句

が
あ
る
。

而
此
諸
宿
、
共
月
合
行
、
凡
有
三
種
、

一
在
月
前
、
二
在
月
後
、
三
共
月
倶
、



こ
れ
は
梵
文
に
依
れ
ば
ヨ
ー
ガ

(Y
og
a
)
に
關
す
る
記
事
で
あ
り
、
之
を
梵
文
で
は
二
十
八
宿
に
三
種

の
ヨ
ー
ガ
が
あ

る
と
し

て

次

の
名
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

一
、
R
sa
b
h
斟
n
u
s
�
ri-Y
o
g
a

(
牡

牛

が

隨

う

ヨ

ー
ガ

)

ー

星
宿

が

先

行

し

月

が
後

に
行

く

も

の

二

、
<
馨
・゚鋤
昌
磊

碑
型
く
o
σq
9

(
壙

子

が

隨

う

ヨ
ー

ガ
)

-
1
-月

が
先

行

し

星

宿

が
後

に
行

く

も

の

三
、

Y
tig
a
n
�
d
d
h
a
-Y
o
g
a

(
同

拌

す

る

ヨ
ー

ガ
)

1

月

と

星
宿

が

相

拌

ぶ
も

の

之

に
關
し
て
は
梵
文
藏
丈
共
に
こ
れ
だ
け
の
記
事
に
過
ぎ
な
い
が
、
舍
頭
柬
經
は
之
を
、

此
二
十
八
宿
、
三
宿
在
前
而
御
導
、
行
宿
在
前
行
、
月
則
在
後
、
是
謂
導
御
、
何
謂
爲
三
、
流
灌
、
馬
師
、
前
賢
、
又
十
二
宿
而
侍

從
矣
、
善
元
、
善
格
…
…
…
、
與
月
侶
行
有
十
二
宿
、
名
稱
{
長
育
…
…
…
、

と
し
て
夫

女
の
星
宿
名
を
あ
げ
て
居

る
。
し
か
し
之
も
甚
だ
杜
撰
で
、
前
賢
は
長
息
の
誤
り
で
あ
り
、
與
月
侶
行

の
十
二
宿
は
實
際
に

は
九
宿
名
し
か
あ
げ
て
ゐ
な
い
。
之
は
宿
曜
經
に
、
前
合
、
隨
合
、
並
合
と
し
て
出
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
前
合
を
六
宿
、
隨

合

を
十
宿
、
並
合
を
十
二
宿
と
し
て
居

る
が
、
そ
の
頌
に
は
、

「
九
宿
如
犢
子
隨
母
爲
隨
合
」
と
し
て
居
る
。
ま
た
止
觀
弘
決
に
は
並

合

の
み
を
記
し
、
之
を
六
宿
と
し
て
居
る
な
ど
其

の
間
に
全
然
統

一
が
な
い
。
之
は
各
宿

の
廣
度
に
よ
つ
て
生
す

る
月
と
星
宿
と
の
關

係
位
置
を
謂
ふ
の
で
あ
る
が
、
單
に
順
次
に
二
十
八
宿
を
三
別
し
て
居

る
に
過
ぎ
す
、
各
宿
の
廣
度
に
應
す
る
天
文
學
的
な
竜
の
で
は

な
く
、
そ
の
分
け
方
は
い
つ
れ
に
し
て
も
餘
り
重
要
で
は
な
い
。
普
通
に
ヨ
ー
ガ
と
言
は
れ
る
の
は
二
十
七
宿
に
當
て
は
め
ら
れ
て
ゐ

Ka
v
isk
a髯
b
h
a
,
p
r団ti
.な
ど
の
二
十
七
で
あ
る
が
、
た
だ
本
經
に
出
て
來

る
よ
う
な
ヨ
ー
ガ
の
名
稱
は
辭
曲
ハな
ど
に
も
見
當
ら
ぬ
と

い
う
點
に
於
て

一
應
注
目
さ
る
び
き
で
あ
ら
う
。

麼
二登
伽
經
の
天
文
暦
數
に
つ
い
て

(善
波
周
)

、囀
八
九



東

洋

學

論

叢

』
九
〇

四

七

曜

七
曜
に
つ
い
て
は
摩
登
伽
經
卷
上
の
読
星
國
品
の
最
後

に
次
の
や
う
に
記
し
て
居
る
。

今
當
爲
汝
復
読
七
曜
、
日
月
、
焚
惑
、
歳
星
、
鎭
星
、
太
白
,
辰
星
、
是
名
爲
七
、
羅
朕
、
慧
星
、
通
則
爲
九
、

し
か
し
舍
頭
柬
經
は
之
に
つ
い
て
何
等
記
載
し
て
ゐ
な
い
。
梵
文
及
び
藏
文
は
之
に
該
當
す
る
句
を
有
し
て
居

る
が
、
そ
の
順
序
は

次

の
如
く
黒
ハつ
て
居
る
。

摩

登

伽

經

i

日
、

丹

、

塋

惑

(
火

)
、

歳

星

(
木
)
、

鎭

星

(
土
)
、

太

白

(
金

)
、

辰

星

(
水

)
、

羅

喉

、

慧

星

、

梵

.
文

i

S
u
k
r
a

(
金

)
'
　
V
r
h
a
s
p
a
ti
(
木

)
'

　
a
n
is
e
a
ra

(
-}-j)
'

B
u
d
d
h
a

(
水

)
'

A
n
g
�
r
a
k
a

(
火

)
、

因
習

ロ

(
羅

賑
)
、

K
e
tu

(
計

都

)
、

ω
母

祁

(
日

)
'

T
習

　.d
h
i
p
a
ti

(
月

)
、

藏

文

1

℃
㌣

び
?

。・爭
甘

(
金

)
'

G
z
a
h
=1

(
h
)

a
g
-
p
a

(

r
)
、

O
畢

ヴ
山

(
げ
)

9
σ
-
冨

(
水

)
'

S
審

n
-
p
a

(
土

)
'

P
h
�
r
-b
u

(
木

)
'

M

ig
-d
m

鴛

(
火

)
、

S
g
ra
-g
c
an

(羅

'
)
'
M
jug
-rin
s
(

羅
喉
)
、
冨
甘
σ
嵐
冴

(
計
都
)
、
Z
苧
旨
澣
(
日
)'
7
1a
-b
a
(
月
)
、

か
く
の
如
く
七
曜
の
順
序
は
何
等
統

一
さ
れ
て
居
ら
す
、
そ
の
順

序
に
も
天
文
學
的
な
根
據
を
見
出
し
得
な
払
や
う
で
あ
る
。
し
が

る

に
摩
登
伽
經
卷
上
の
明
時
分
別
晶
の
絡
り
に
近
く
再
び
七
曜
に
關
す
る
更
に
詳
し
い
記
事
が
出
て
ゐ
る
。
帥
ち

日
月
焚
惑
辰
星
歳
星
太
白
鎭
星
、
是
爲
七
曜
、
其
歳
・星
者
、
於
十
二
歳
、
始

一
周
天
、
其
鎭
星
者
、
二
十
八
歳
、
乃

一
周
天
、
太
白

歳
牛
始

一
周
天
、
塋
惑

二
歳
始

一
周
天
、
辰
星

一
歳
、
・及

一
周
天
、
凡
歳
三
百
六
十
五
日
、
日

一
周
天
、
月

三
十
日
、
乃

一
周
天
、

此
是
七
曜
周
天
數
法
。

と
な
し
、

こ
の
七
曜
の
順
序
は
明
か
に
現
行

の
日
月
火
水
木
金
土
と
な
つ
て
居
り
、
宿
曜
經
な
ど
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し



て
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
周
天
の
歳
數
も
精
密
天
文
學

の
端
數
を
除
け
ば
全
く
現
今
の
天
文
學
に

一
致
し
て
居
る
。
こ
れ
は
疑
も
な
く
西
洋

傳
來

の
も
の
で
あ
り
、
摩
登
伽
經
の
譯
者
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
ら

の
ttttc事
を
逍
加
し
た
事
は
爭

へ
な
い
。
何

と
な
れ
ば
、

こ
の
句
に
相
當

す

る
も
の
は
勿
論
舍
頭
柬
經
に
も
な
く
、
ま
た
梵
文
も
カ
ウ

エ
ル
の
刊
行
本
は
之
を
缺
い
て
ゐ
る
が
、
榊
博
士
請
來

の
寫
本
は
次

の
順

序

と
し
て
居

る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
月
、
日
、
羅
喉
、
金
、
木
、
土
、
火
、
計
都
、
水
と
な
つ
て
を
り
、
藏
文
は
日
、
月
、

羅
喉
、
木
、
土
、
水
と
し
て
金
を
缺
き
、
そ
れ
ら
の
順
序
は
全
く
現
行
七
曜
と
異

つ
て
を
る
。
そ
し
て
各
曜
の
周
天
數
に
つ
い
て
は
何

0

等
記
載
す
る
所
な
く
、
そ
の
代
り
に
七
つ
の
曼
荼
羅
分
類
を
記
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
之
を
以
て
見
る
に
梵
文

の
作
者
が
七
曜
の
順

序

を
現
行
の
日
月
火
水
木
金
土
の
順
と
し
て
知
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
は
明
言
出
來
る
。
帥
ち
梵
文
編
纂

の
時
代
に
は
未
だ
西
方

の
影

響

が
な
く
、
そ
の
天
文
智
識
ば

古
來
傳
承
の
星
占
の
域
に
止
つ
て
居
た
と
見
る
べ
き
で
あ
り
。
又
同
時
に
摩
登
伽
經
の
譯
さ
れ
た
西
紀

三
世
紀
に
は
所
謂
西
方

の
七
曜
思
想
が
少
く
と
も
該
當
者
に
は
充
分
知
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
證
左
と
し
て
本
經
は
頗

る
貴
重
な
文
獻
た

わ
益得
る
わ
け
で
あ
る
。

誰
①

曼
荼
羅
分
類
、
こ
れ
は
摩
登
伽
經
で
言
へ
ば
、
丁
度
七
曜
の
周
天
數
を
記
し
て
を
る
個
所
に
相
當
し
て
い
る
が
、
勿
論
漢
譯
二
本
に
も
な
く
、

又
カ
ウ
エ
ル
の
刊
行
本
に
も
載
つ
て
い
な
い
。
寫
本
で
見
る
と
、
「
こ
れ
ら
の
土
水
火
金
は
曼
荼
羅
を
行
ず
る
竜
の
で
あ
る
」
ど
し
て
二
十
八

宿
を
七
つ
の
曼
荼
羅
に
分
け
て
配
當
し
、
藏
文
は
六
つ
に
分
け
て
居
る
。
こ
れ
ら
は
七
曜
に
闘
す
る
天
丈
學
的
な
竜
の
で
は
な
く
、
全
く
星
占

的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
摩
登
伽
經
の
譯
者
が
純
天
丈
學
的
な
西
方
の
も
の
と
置
き
代
へ
た
と
い
ふ
事
は
頗
る
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
、

な
ほ
七
つ
の
曼
荼
羅
配
當
と
は
次
rの
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

(括
弦
内
は
藏
・文
)

第

一
曼
荼

羅
i

胃
、

昂
、

畢
、

觜

(
全

上
)

第

三

〃

1

星
、
張
、
翼
、
軫
、
角

(
全
上
)

.
第

二

〃

ー̀

參
、

井
、

鬼

、

柳

(
全
上
)

第

四

〃

ー

尢

、

域

、

房

(
全
上
)

鹽
π登
伽
經

の
天
丈
暦
數

に

つ
い
て

(盖
口
波
周
u)

一
洗

一



東

洋

學

論

叢

一
九
二

第

五
曼

荼

羅

ー

心
、

尾

、

箕

、

斗

(
全

上

及

牛
)

.

危

、

室

、

壁

、
.奎

、

婁
)

第

六

・〃

1

片

、

女
、

虚

、
.危

、

室

、
壁

(
虚

、

第

七

〃

1

奎

、

婁

(
缺

)

五

冬

至

・
夏

至

・
季
師

衣
に
摩
登
伽
經
の
卷
下
に
移

る
と
、
先
づ
明
時
分
別
品
第
七
の
始
め
に
、
晝
夜
分
數
長
短
節
を
読
い
て
衣
の
や
う
に
冬
至
と
夏
至
を

示
し
て
居
る
。

～

冬

十

一
月

、

其

日
最

短

、

晝

夜

分

別

、

有

三

十

分

、

書

十

二

分

、

夜

十

八
分

、

五
月

夏

至

日
、

晝

十

八

分

、

夜

十

二

分
、

八
月

二

月

、

晝

夜

停

等

、

し

か

る

に
舍

頭

柬

經

を

見

る

に
、

冬

時

十

二

月

八

日

、

夜

有

十

八
須

叟

、

晝

日
適

有

干

二

須

叟

、

春

四

月

八

日
、

晝

日
有

十

八

須

叟

耳

、

夜

有

十

二

須

叟

、

計

夏

七

日
、

當

其
八

日
晝

十

五
須

叟

、

夜

亦

十

五
須

叟

也

。

と

あ

り

、

冬

至

と

夏

至

の
月

日

が

夫

六
異

つ

て

ゐ

る

。

梵

文

の

こ

の
部

全

は

、

冬

期

の
第

1
j　

の

ro
h
in
y
d
m

a
s
ta
m
y
�
.m

に

は

晝

が

十

ニ

ム

フ

ー

ル
タ

で
夜

が

十

八

ム

フ

ー

ル

タ

で

あ

る

。

夏

期

の
最

後

の
月

の

r
o
h
in
y
　
,m

a
s
ti
a
m
y
d
m

に

は

晝

が

十

八

分

で
夜

が

十

二

分

で
あ

り

、

雨

期

の
最

後

の

月

の

r
o
h
in
y

,�
m

a
s
ta
m
y
�
m

に

は
晝

が

十

四

ム

フ

ー

ル
タ

で
夜

が
十

六

ム

フ

ー

ル

タ

で

あ

る
。

と

な

つ

て
居

り

、

藏

文

も

こ

の
直
譯

に
な

つ

て

ゐ

る

。

と

こ
ち

'N

此

61

r
o
h
i電

　.m

a
st
a
m
y
�
m

は

如

何

に

解

す

べ
き

で

あ

ら

う

か

。

a
st
a
rn
y
.d
m

は

第

八

日

目

で
あ

る

が
'

r
o
h
君
y
d
m

は

二

十

八
宿

申

の
畢

宿

に
當

り

、

藏

文

も

さ

う
譯

し

て
を

る

が
、

そ

れ

で
は

直

日



に
も
合
せ
す
、
全
然
意
味
を
な
さ
な
い
。
こ
の
場
合

の

Hoぼ
電

箇
旨

は
ど
う
し
て
も
畢
宿
で
は
な
く
、
動
詞

饕
び

か
ら
來
た
數
を
檜

す

の
意
味
か
ら
其

の
月
の
滿
ち
た
第
八
日
目
と
解
す

べ
き
で
、
從

つ
て
冬
至
は
冬
期

の
第
二
日
か
ら
第
八
日
目
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

以
下
同
樣
で
あ
り
、
こ
の
事
は
後
に
擧
げ
る
第

一
圖

に
よ
つ
て
理
解
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
晝
夜
の
分
數
に
つ
い
て
は
別
項
に
冬
月
の

ぞ
轟
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
夫
れ
を
樹
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
各
月
に
於
け
る
滿
月
と
新
月

が

一
女
記
載

さ
れ
、

そ

の
月
の
晝
夜
の
分
數
と
、
更
に
日
中
に
於
け
る
棒

の
影
の
長
さ
が
述
べ
ら
れ
て
居

る
。
先
づ
摩
登
伽
經
の
記
載
要
領
は
次

の
如
く
六

月
か
ら
始
つ
て
ゐ
る
。

六
月
中
旬
、
月
在
女
宿
、
宋
在
七
星
、
其

一
月
中
晝
十
七
分
、
夜
十
三
分
、
爾
時
當
樹
十
二
寸
表
、
量

日
中
影
、
長
於
五
寸
…
…
、

こ
の
月
在
女
宿
と
い
ふ
の
は
、
女
宿
に
滿
月
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
未
在
七
星
と
い
う
の
は
七
星
鄙
ち
星
宿
に
薪
月
が
見

へ
始
め
る

ま

で
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
舍
頭
柬
經
は
何
等
記
載
し
て
居
ら
す
、
叉
ヵ
ウ

エ
ル
の
刊
行
本
も

こ
の
項
を
載

せ
て
ゐ

な

い
。
し
か
し
寫
本
を
見

る
と
家

の
や
う
に
記
し
て
居
る
。

雨
期
の
第

一
月
に
於
て
鬼
宿
に
薪
月
が
あ
り
、
女
宿
に
滿
月
が
あ
る
時
、
晝
は
十
八
ム
フ
ー
ル
タ
で
あ
り
、
夜

は
十
ニ
ム
フ
ー
ル
タ

で
あ
る
。
・:
・…
:

以
下

一
年
を
四
ケ
月
つ
つ
の
雨
期
、
冬
期
、
夏
期

の
三
つ
に
分
け
て
各

ム
フ
ー
ル
タ
を
記
し
て
を
る
。
か
く
の
如
く
摩
登
伽
經
は
滿

月
を
先
に
し
て
居

る
が
、
梵
文
は
薪
月
を
先
に
し
、
晝
夜
の
分
數
は

一
つ
づ
れ
て
ゐ
.る
。
藏
文
は
梵
文
と
.同
樣
に
雨
期

の
第

一
月
か
ら

始

つ
て
は
ゐ
る
が
、
書
夜
の
分
數
は
摩
登
伽
經
と
同

一
に
な
つ
て
居
り
、
ま
た
夏
の
代
り
に
春
と
い
ふ
語
を
用
ぴ
て
居
る
。
今
そ
れ
等

を

一
表
に
す
る
と
次
の
や
う
に
な
る
。

摩
登
伽
經
の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(善
波
周
)

一
九
三



東

洋

學
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一

九
四

梵

文

=

藏

文

=

摩

登

伽

經

(
月

名)

⊃

ラ腑脳

鬮

㈲　　

(
月

名
)

ラ

り腑脯

圏

㈲　　

(
月

名
)

り

ラ膈腑

鬮

㈹　　

雨
期
一

月9

鬼

女

+
八

+
二

雨
期
一

月

聖

女

+
七

+
三

六
月
中
旬

女

星

+
七

+
三

〃

二

月

星

室

+
廿

+
三

〃

二

月

星

室

+
六

十
四

七
月
中
旬

室

翼

+
六

+
四

〃

三

月

翼

婁

+
六

+
四

〃

三

月

鍵

婁

+
五

+
五

八
月
中旬

婁

か

+
五

+
五

〃

四

月

角

昆

+
五

+
五

〃

四

月

角

昂

十
四

+
六

九
月
中
旬

昂

房

+
四

+
六

冬
期
一

月

房

觜

+
四

+
六

冬
期
一

月

房

觜

+
三

+
七

十
月
中旬

觜

箕

+
三

+
七

〃

二

月〃三月

心

鬼

+
三

+
七箕星+二+八

〃

二

月〃三月

心

鬼

+
二

十
八箕星+三+七

±
月
中
旬臘月中旬

鬼

契

+
二

+
八星想 、+三+七

〃

四

月

女

翼

+
三

+
七

〃

四

月

女

鍵

+
四

+
六

-

正
月
中
旬

翼

響

+
四

+
六

夏
期
一

月

壁

角

+
四

+
六

春
期
一

月

室

角

+
五

+
五

二
月
申
旬

角

彫

+
五

+
五

〃
°

二

月

婁

域

+
五

+
五

〃

二

月

婁

域

+
六

+
四

三
月
中
旬

民

劉

+
六

+
四

〃

三

月

昂

心

+
六

+
四

〃

三

月

昂

懋

+
七

+
三

四
月
中
旬

心

參

+
七

+
三

〃

四

月

觜

禦

+
七

+
三

〃

四

月

慰

箕

+
八

+
二

五
月
中
旬

箕

鬼

+
八

+
二

誰

×

印
は

誤
記
と

思
は

れ
る

竜
の
、

?

印
は
一

宿
つ

つ

づ

れ
て

ゐ

る

竜
の
。



右

の
表
に
見
る
如
く
、
摩
登
伽
經
の
そ
れ
は
各
月
の
中
旬
か
ら
始

ま

つ
て
を
り
、
從
つ
て
新
月
と
滿
月
の
順
序
が
前
二
者
と
反
樹
に
な

つ
て
を
る
が
、
滿
月
と
新
月
そ
の
も
の
の
觀
測

に
つ
い
て
は
矛
盾
し

て
ゐ
な
い
。
今

こ
れ
ら
を
檢
す
る
に
新
月
の
藏
文
中
に
は
五
つ
の
誤

を
發
見
し
得
る
と
共
に
、
摩
登
伽
經

の
九
月
と
十
月
と
の
間
に
啗
明

ら
か
に
心
が
脱
落
し
て
を
る
。
從

つ
て
十
月
中
旬
の
箕
以
下
は
十

一

月
以
降

に
置
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
摩
登
伽
經
の
薪

月
が
印
度
の
も
の
と
大
牟
が

一
宿
つ
つ
づ
れ
て
を

る
の
は
、
恐
ら
く

歳
差
に
よ
る
觀
測
の
差
で
は
な
い
か
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
滿

月

の
方
は
梵
文

の
斗
を
箕
と
す
れ
ば

(
藏
文
に
は
明
か
に
こ
つ
の
誤

記
が
あ
る
)
三
本
と
も
完
全
に

一
致
し
て
居
る
。
こ
れ
は
滿
月
の
觀

測
が
幅

の
あ
る
爲

で
あ
ら
う
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
爾
研
究
の
餘
地

が
あ
る
。
し
か
し
朔
望
月

が
當
時
正
確
に
實
測

さ
れ
て
ゐ
た
事
は
以

上
に
よ
つ
て
も
明
か
で
あ
る
。
い
ま
梵
文
の
そ
れ
を
採
用
し
、

以
上

㊧
關
係
を
印
度
の
十
ニ
ケ
且
名
を
も
入
れ
て
圖
示
す
る
と
第

一
圖
の
や
う
に
な
る
。

さ
て
こ
の
圖
に
よ
つ
て
も
明
か
な
如
く
、
摩
登
伽
經
が
特
に
各
月
の
中
旬
と
い
ふ
字
句
を
用
ぴ
、
そ
の
記
述
が
梵
文
の
そ
れ
と
相
異

し
て
居
る
の
は
、
梵
文
が
滿
月
か
ら
滿
月
を

一
月
と
す
る
p
�
r畠
m
�rita
　
法
に
よ
つ
て
ゐ
る
に
反
し
、
摩
登
伽
經
は
朔
か
ら
朔
を

一

塵
胚登
伽
紹
脚り
天
㌃叉
』暦
㎝數
に
っ
い
て

(盖
ロ波
周
)

↓
・九
五



東

洋

學

論

叢

一
・九
六

月
と
す
る
a
m
�
n
ta
Q
法
に
よ
つ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
・し
か
し
藏
文
は
薪
月
と
滿
月
が
梵
文
と
同
樣
で
あ
る
に
拘
ら
す
書
夜

の
脅
數

が

一
つ
づ
れ
て
ゐ
る
の
は
、

こ
れ
も
或
は
歳
差
な
ど
の
關
係
に
よ
つ
て
生
じ
た
觀
測
の
差
で
は
な
い
か
と
も
考

へ
ら
れ
る
が
、
要
す
る

に
各

々
の
譯
者
が
そ
の
飜
譯
に
當
り
、
單
に
梵
語
か
ら
の
直
譯
の
み
に
終
始
せ
す
、
各
自
の
觀
測
乃
至
暦
法
に
遖
合
す
る
如
く
わ
ざ
わ

ざ
原
文
を
改
め
た
事
は
明
瞭
で
あ
る
。

冬
至
と
夏
至
に
つ
い
て
も
同
樣
の
こ
と
が
言

へ
る
。
帥
ち
先
に
も
述
べ
た
や
う
に
摩
登
伽
經
は
冬
至
を
十

一
月
、
夏
至
を
五
月
と
し

て
居

る
が
、
舍
頭
柬
經
は
冬
至
を
.十
二
月
八
日
、
夏
至
を
六
月
八
日

(
四
月
八
日
は
六
月
八
日
の
誤
記
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
)
と
し
て

居

る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
舍
頭
柬
經
と
摩
登
伽
經
が
夫

女
譯
さ
れ
た
時
代
は
年
代
的
に
も
近
接
し
て

居

る
か
ら
、
冬
至
に
つ
い
て
も
其
處
に
特
記
す
る
程
の
移
動
は
認
め
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
然
ら
ば
兩
者
の
採
用

し
て
ゐ
る
暦
は
ど
う

し

て
も
別
個
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
摩
登
伽
經

の
方
は
滿
月
と
各
月
名
が
は
つ
き
り
記
載
さ
れ
て
居

る
の
で
冬
至
の
十

一

月
中
旬
は
疑
問
な
い
が
、
舍
頭
柬
經
の
十
二
月
八
日
と
い
ふ
起
算
法
は
何
處
か
ら
來

て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
は
次
の
事
に
よ
つ

て
明
か
に
さ
れ
得
る
と
思
ふ
。
邸
ち
カ
ウ

エ
ル
の
刊
行
本
に
は
缺
け
て
ゐ
る
が
、
寫
本
に
各
月

の
星
占
事
項
を
述

べ
て
ゐ
る
個
所
が
あ

1Yh稷guna

2・Caitra

3Vai5乱kha

4Jyaisxha

5Asadha

6Sr穽ana

7Bhddrapada

8Asvayuja

gK穩ttika

10Mdrgasira

lYPausa

12M稟ha

り
、
そ
こ
に
十
ニ
ケ
月
の
名
稱
が
次
の
順
序
で
出
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
甚
だ
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
以
來

P
h
舘
g
un
a

月
を
年
の
初
と
す
る
と
い
ふ
句
が
屡

女
見
出
さ

れ
る
事
か
ら
見
て
も
、
こ
の
時
代
に

℃
7
巴
σq
§
9
月
か
ら
始

ま
る
暦
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
事
を
證
す

る
も
の
で
あ
り
、
冬

至
の
終
つ
た
翌
月
か
ち
」

年
が
始

つ
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
つ



て
を
る
。
い
ま
第

一
圖
を
見
る
に
、
℃
ず
舘
σq
ρ
鬘

月
を
初
と
す
る
暦
か
ら
す
る
と
十
二
月
八
日
は
正
し
く
冬
至
に
當
り
、
夏
至
は
六
月

八
日
と
な
る
。
こ
の
事
は
晝
夜

の
分
數
か
ら
見
て
も
正
し
く
、
之
を
以
て
見
る
に
舍
頭
柬
經
は
印
度
古
來

の
暦
に
從

つ
て
十
ニ
ケ
月
を

數

へ
た
の
で
あ
り
、
摩
登
伽
經
は
單
に
そ
の
直
譯
に
よ
ら
す
、
譯
者
の
實
際
に
用
ひ
て
ゐ
た
暦
に
當
て
は
め
て
記

述

し
た

わ
け

に
な

る
。
し
か
し
そ
れ
が
何
暦

で
み
る
か
は
分
明
で
な
い
が
、
少
く
と
も
今
日
の
大
陽
暦
で
な
い
事
だ
け
は
明
か
で
あ

る
。
從
つ
て
普
通
に

O
錬
笥
9
月
を
今
の
正
月
十
六
日
か
ら
二

月
十
五
日
ま
で
と
し
て
居
る
が
、

こ
の
圖
か
ら
す
る
と
夫
れ
は
こ
の
摩
登
伽
經
の
暦

に
相

當

し

て
居
り
、
今
日
の
太
陽
暦
に
は
全
然
適
合
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

街

こ
れ
ら
に
關
蓮
し
て
大
集
經
日
藏
分
中

星
宿
品
に
は
同
樣

に

滿

月
や
晝
夜
長
短
な
ど
を
記
し
て
を
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
十
二
ヶ
月
の
順
序
は

K
　.rttik
a

月
に
初

つ
て
ゐ
る

が
、

正
月

を
角

凋

(
C
aitra
)
と
し
、
そ
の
内
容
が
こ
の
梵
文
に
符
合
し
て
ゐ
る
な
ど
は
文
獻
學
的
に
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

更
に
摩
登
伽
經

の
暦
旧
が
朔
か
ら
始
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
家
の
句
に
よ
つ
て
も
明
か
で
あ
り
、
ま
た
季
節
に
關

蓮
し
て
次
の
や
う
に

述

べ
て
ゐ
る
。

月
朔
起
於
初
月

一
日
、
其
月
起
二
月

一
日
、
節
氣
起
春
声

し
か
し
之
に
該
當
す
る
や
う
な
句
は
舍
頭
柬
經
に
も
な
く
、
梵
文
や
藏
文
と
對
照
し
て
見
て
も
全
ぐ
摩
登
伽
經

の
譯
者
の
加
筆
で
あ

る

こ
と
が
わ
か
る
。
印
ち
梵
文
に
は
、

「
パ
ク
シ
ヤ

(P
a
k
sa
)
の
初
は
い
つ
で
あ
る
か
。」

「
牟
月
の
初
で
あ
る
。」

「年

の
初
は
い
つ
で
あ
る
か
Q
」

「
飢
O
超

で
あ
る
Q」

と
し
て
を
る
か
ら
で
あ
る
、
こ
の

山
o
零

と
い
ふ
の
は
明
か
で
な
く
、
藏
文
は
之
を

「最
後

の
月
の
終
り
か
ら
」
と
し
て
を
る
。
そ

麼
二登
伽
經
の
天
文
暦
一數
に
つ
い
て

(譲
口波
周
)

一
九
七



東

洋

學

論
胛
叢

一
九
八

れ
が
冬
期
の
最
後

の
月
の
意
な
ら
ば
年
の
始
め
は

∩
鉱
霞
澣
凋
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、

少
く
と
も
摩
登
伽
經
に

い
ふ
二
月

U
日
と

の
關
連
は
見
出
せ
な

い
。

叉
季
節
の
初
に
つ
い
て
は
梵
文
に
は
明
か
に

「
;;
期

(P
r�
v
r
t)
で
あ
る
。」

と
の
句

が
あ
り
、
藏
文
も
同

樣

に
記
し
て
居
る
。

こ
れ
は
先
の
三
季

の
順
序
も
雨
期
か
ら
始
つ
て
ゐ
る
の
で
、
印
度
に
於
て
は
古
く
か
ら
兩
期

が
季
節

の
初
で
あ
る

と
の
文
獻
が
あ
る
に
徴
し
て
も
、
摩
登
伽
經
の

「
節
氣
起
春
」
は
全
く
譯
者

の
加
筆
で
あ
り
、
こ
れ
は
む
し
ろ
西
方
の
も
の
で
は
な
い

か

と
も
思
は
れ
る
。
ま
た
梵
文
及
び
藏
文
が
六
ヶ
月
毎
に
書
夜
の
分
數
が
増
減
す
る
こ
と
を
記
し
て
居
る
に
拘
ら
す
、
摩
登
伽
經
は

一

一
月
名
を
記
し

て
判
り
よ
く
説
明
し
て
ゐ
る
な
ど
、
そ
の
飜
譯
に
當
り
加
筆
叉
は
改
訂
し
て
を
る
部
分
が
隨
所
に
發
見
出
來
る
。

、倚
、
寫
本
に
は

「
太
陽
が
上
り
、
月
が
上
る
に
つ
れ
て
海
洋
の
水
は
高
潮
と
な
る
。
」

と
の

一
句
を
有
し
、
藏
文
も
之
を
譯
し
て
居

る
に
拘
ら
す
漢
譯
が

一
切
之
に
觸
れ
て
ゐ
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
譯
者
が
海

の
事
に
封
す
る
知
識
を
餘
り
知
ら
な
か
つ
た
地
方
に
居
つ

た

と
も
想
豫
さ
れ
る
。
叉

一
方
梵
文
に
於
て
も
他
の
記

J

iiit�述
が
頗

る
精
密
な
る
に
も
拘
ら
す
、
獨
り
潮
の
干
滿

の
如
き
明
確
且
つ
重
要
な

る
事
實
が
頗

る
簡
單
に
取
り
扱
は
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
、
梵
文
の
作
者
が
そ
の
方
面
の
知
識
に
充
分
で
な
か
つ
た
と
い
ふ
事
を
示
す

と
共
に
、
そ
の
原
本
が
潮

の
干
滿
に
關
係
な
き
地
方
に
於

て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
の
想
像
を
齎
す
。
こ
の
事
は
次
章
に
於
て

明

か
に
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

六

棒

の

影

の

長

さ

前
章
の
晝
夜
分
數
の
衣
に
、
各
月

の
日
申
に
於
け
る
棒

(表
)
の
影
を
測
定
し
て
を
る
が
、
舍
頭
柬
經
は
之
を
缺
き
、
摩
登
伽
經
は

十
二
寸
の
表
を
使
用
し
て
居
る
。
こ
れ
は
天
文
學
上
頗
る
興
味
あ
る
も
の
で
あ
り
、
故
薪
城
博
士
は
其
の
著

「
東
洋
天
文
學
史
、研
究
」

中

に
於
て
、

こ
の
記
事
よ
り
其

の
觀
測
地
點

の
緯
度
を
推
算
さ
れ
次
の
表
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
。



(表の高 さ十二寸)
影の
長 さ

推算せ
る緯度

六 月 中 旬 5寸 43°

七 月 中 旬 8
匿

46

八 月 中旬(晝 夜等分) 13 47

九 月 中 旬 15 39

十 月 中 旬 18 36

十一月申旬 21 37

十二月中旬 18 36

一 月 中 旬 15 40

二 月 中 旬(晝 夜等分) 13 47

三 月 中 旬 10 51

四 月 中 旬 7 5U

五 月 中 旬 4 42

亭均43°

之
に
つ
い
て
博
士
は
、

「
北
緯
四
十
三
度
は
印

度

の
國
内
に
は
な
い
。
緯
度
を
以
て
言

へ
ば
古

の

月
氏
國
、

ソ
グ
ヂ

ヤ
ナ
の
サ

マ
ル
カ

ン
ド
邊
が
丁

度

こ
れ
に
當
る
。
此
の
事
實

に
依

つ
て
見
れ
ば
、

摩
登
伽
經
に
あ
る
天
文
事
項

の
少
く
と
も

一
部
分

は
、
印
度
固
有

の
も
の
に
非
す
し
て
、
中
央
ア
ジ

ヤ
に
て
北
緯
四
十
三
度
内
外

の
某
地
點
に
於
で
觀

測
し
て
得
た
る
知
識

に
基
い
て
居

る
と
言
は
ね
ば

漏

ら
ぬ
。」

と
述

べ
て
居
ら

れ
る
が
、
此
の
推
論

は
頗

る
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
卓
越
せ
る
着

眼

と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
た
だ
こ
の
場
合
、
各
月
の
推
算
さ
れ
た
緯
度
間
に
も
相
當
の
開
き
が
あ
る
の
で
、

こ
の

一
事
の
み
を
以
て

結

論
を
.導
く
こ
と
は
些
か
危
險

で
は
あ
る
が
、
幸
に
も
次
に
述

べ
る
人
影
測
定
の
項
に
於
て
、
摩
登
伽
經
が
二
月

一
日
に
於
け
る
正
午

の
人
影
を

「
影
共
人
等
」
と
記
載
し
て
居

る
事
か
ら
し
て
、
こ
の
雫
均
値
も
概
ね
正
鵠
を
得

て
居
る
と
い
う
事
を
裏
附
け
し
得
る
の
で

あ
る
。
邸
ち
二
鳳

一
日
の
正
午
に
於
け
る
人
の
影
が
等
し
い
と
い
ふ
事
は
、
計
算
に
よ
れ
ば
北
緯
三
f
九
度
と
な
り
、
サ
マ
ル
カ

ン
ド

は

ほ
ぼ
北
緯
四
十
度
で
あ
る
か
ら
、
正
し
く
月
氏
國
に
相
當
す
る
こ
と
に
な
る
。
然
も
摩
登
伽
經
の
譯
者
ば
印
度

人
た
る
竺
律
炎
と
、

若

く
よ
り
臭
に
歸
化
し
た
月
氏
國
人
支
謙

の
共
譯
で
あ
る
こ
と
と
言
ひ
、
前
表
の
最
低
緯
度
は
三
十
六
度
で
あ
る
か
ら
彼
等
が
北
方

シ

ナ
で
觀
測
し
た
と
思
は
れ
ぬ
以
上
、
ど
う
し
て
も
總
て
の
條
件
か
ら
見
て
月
氏
國
邊
の
觀
測
に
基
い
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
然
ら

塵
冖登
伽
}經
の
天
文
暦
數
に
つ
い
て

(盖
口波
周
)

一
九
九



東

洋

學

論

叢

(藏 文)1

(棒の長 さ六指節)
影の
長 さ

推算し
た緯度

雨期一月 0.5 25,°2

指節

〃 二月 2 30.0

〃 三月(秋 分) 3 26.6

〃 四 月 4 22.1

冬期一月 5 29,s

〃 二月(冬 至) 6 21.5

〃 三 月 5 29,8

〃 四 月 4 22.1

春::月(春 分)
,

3 26.6

〃 二月 2 30.0

〃 三 月 2 38.8

〃 四月(夏 至) 0.5 28.3'

(梵 文)

(棒の長さ一六指節)
影 の ・長

さ
推算し
た緯度

雨:_:月(夏 至) 0,5 25.°3

指節

〃 二 月 2 27,6

〃 三 月 4 25.6

〃 四月(秋 分) 6 20.6

冬期一月 8 15.0
4

〃 二 月 10 11.6

〃 三月(冬 至) 12画 13.4

〃 四 月 Yo 11,6

夏期一月 8 15.0

〃 二月(秋 分) 6 20.6 ,

〃 三 月 4 25.6

〃 四 月 2 27.6

二
〇
〇

ば
か

玉
る
摩
登
伽
經

の
天
文
學
的
觀
測
が
決
し

トて
印
度
國
内
の
も
の
で
な

い
と
の
積
極
的
な
證

據
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

こ
エ
に
　
　て
　
ル
す
　と
　
　
タ
が
　
カ　
へな
　
む
　を

な
す
事
と
な
る
。
カ
ウ

エ
川
の
刊
行
本
は
こ
の

項
を
缺
い
て
居
る
が
寫
本
並
に
藏
文
は
明
か
に

之
を
記
載
し
て
居
る
。
然
も
兩
者

の
數
字
は
夫

夫
全
く
異
つ
て
を
り
、
棒

O
長
さ
啗
梵
文
は
十

ムハ
　
　ゆ
　　
ゆ
ゆ
お
ご
　
と
モ
へ
　
　
タ

は

ムハ
お

　
り

(so
r)
と
し
て
居
る
。
今

こ
れ
ら
を
前
表
に
準

じ
て

一
表
と
し
、
そ
の
緯
度
を
計
算
す
れ
ば
上

の
や
う
に
な
る
。

右
の
表
に
見
る
如
く
、

そ
れ
ら
の
數
字
は
全

く
摩
登
伽
經
と
異
つ
て
居

る
。
こ
の
事
は
塵
冖登

爨
靉
軈
覊
繦
縫



光
事
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
薪
城
博
士
が
摩
登
伽
經
の

一
部
が
印
度
固
有

の
も
の
で
な
い
と
の
推
定
を
確
證
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
此
の
梵
文
よ
り
推
算
さ
れ
た
緯
度
は
冬
期
と
夏
期
に
於
て
著
し
く
異

つ
て
居
る
の
で
、
そ
れ
を
全
般
的
に

一
つ
の
甼
均
値

で
見
る
こ

と
は
委
當
を
缺
く
や
う
で
あ
る
。
鄙
ち
春
分
以
後
の
五
ヶ
月
の
亭
均
値
た
る
北
緯
二
十
六
七
度
附
近
は
丁
度
恒
河
流
域
の
中
印
度
附
近

で
あ
る
が
、
冬
至
を
中
心
と
す
る
前
後
五
ヶ
月
の
十
度
代
は
印
度
の
南
端
に
近
く
餘
り
に
も
南
に
寄
り
過
ぎ
る
や
う
に
思

へ
る
。
然
ら

ば

こ
れ
ら
の
數
字
が
杜
撰
な
も
の
か
と
言
ふ
に
、
い
ま
大
集
經
日
藏
分
を
見

る
と
各
月
の
晝
夜

の
分
數
を
記
し
て
居
る
と
こ
ろ
に
、
棒

の
長
さ
は
記
し
て
ゐ
な
い
が
日
中
の
影
の
長
さ
を
夫

六
脚
跡
と
い
ふ
語
を
以
て
表
し
て
居
り
、
そ
の
數
字
が
こ
の
梵
文
の
そ
れ
と
全
く

符
號
し
て
居
る
。
之
を
以
て
見

る
に
假
令
そ
れ
ら
が
同

一
系
統

の
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
數
字
は

一
應
天
交
學
的
に
も
信
憑

す

る
に
足
る
も
の
と
考

へ
て
よ
,い
。

然
る
に
藏
文
の
方
は
大
體
よ
く
纏

つ
て
を
り
、
そ
の
準
均
値
は
二
十
七
度
牛
と
な
る
。
た
だ
春
期
三
月
の
二
指
節
は
誤
記
と
思
わ
れ

る
の
で
之
を
除
外
す
る
と
雫
均
二
十
六
度
牛
と
な
り
、

こ
れ
は
明
か
に
中
印
度

の
佛
教
の
最
も
盛
ん
で
あ

つ
た
地
方

に
該
當
す
る
。

一

方
梵
文
の
夏
至
を
中
心
と
す
る
五
ヶ
月
の
手
均
値
も
ほ
ぼ
二
十
六
度
牛
で
あ
る
か
ら
、
別
項

の
尺
度
里
程
な
ど
が
摩
伽
陀
國
の
制
度

で

あ
る
と
の
句
な
ど
に
徴
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
天
文
記
事
も
恐
ら
く
摩
伽
陀
國
附
近
に
於
け
る
觀
測
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
推
定
さ

れ

る
。
も
ち
ろ
ん
西
藏

の
ラ
。
サ
附
近
は
北
緯
二
十
九
度
か
ら
三
+
度
附
近
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
藏
文
の
觀
測
が
全
然
西
藏
國
内
で
の

實

測
で
な
い
と
は
斷
言
出
來
な
い
が
、
と
も
か
く
西
藏

の
譯
官
が
自
分
ら

の
實
際

の
觀
測
に
基
い
て
記
述
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
だ
け

は
確
實
で
あ
る
。

摩
登
伽
經
の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(盞
口波
周
)

二
〇

一



策

洋

擧

論

叢

二
〇
二

七

閏

'

年

次
に
暦
法
上
屡

女
問
題
に
な
る
摩
登
伽
經
の
十
九
年
七
閏

の
記
事
は
そ
れ
に
引
綾
き
左

の
や
う
に
記
載
さ
れ
て
居
る
。

我
今
更
諡
出
閏
之
要
、
於
十
九
年
凡
有
七
閏
、
五
年
再
閏
、

へ

と
の
十
九
年
七
閏
の
法
と
い
ふ
の
は
、
西
紀
前
五
世
紀
に
メ
ト
ジ

に
よ
つ
て
發
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
イ
ン
ド
や
シ
ナ
に

知
ら
れ
た
年
代
に
關
し
て
此
の
摩
登
伽
經
の

一
句
が
常
に
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
舍
頭
柬
經
は
之
に
關
し
て
杢
然
記
載
し
て
ゐ
な
い

が
之
を
梵
文
に
見
る
に
、
こ
の
十
九
年
七
閏

の
句
に
關
す

る
限
.り
寫
本
に
竜
全
然
な
く
、
ま
免
藏
交
も
之
を
記
し

て
ほ
ゐ

な
い
。
黙
↓

五
年
再
閏
に
.相
當
す
る
句
は
寫
本
及
び
藏
文
に
は
衣

の
や
う
に
記
し
て
居
る
。

(
梵
文
)

J11年
1]II
(
tritiy
e
v
a
rse
)
に
閏
月
が
祭
ら
れ
る
。

(
藏
文
)

五
年
毎
に
月
が
各

々
加

へ
ら
れ
る
。

・

か
く

の
如
く
梵
文
に
は
閏
年
に
關
す
る
記
事
が
あ
る
に
拘
ら
す
十
九
年
七
閏
の
句
を
缺

い
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
は
、
明
か
に
梵
丈
、が
編

纂

さ
れ
た
時
代
に
は
未
だ
印
度
に
於
て
此
の
法
則
が
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
と
い
ふ
事
を
物
語
つ
て
居
る
。
と
同
時
に
摩
登
伽
經

の
譯

者

は
其
の
飜
譯
當
時
に
於
て
こ
の
法
を
知

つ
て
居
り
、
わ
ざ
わ
ざ
此
の

一
句
を
挿
入
し
た
も
の
と
言
は
ざ
る

を
得

な

い
。
次

に
五
年

苒

閏

の
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
關
す
る
梵
文
と
藏

文
④
差
異
は
頗
る
興
味
あ
る
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
印
度
に
於

て
も

五
年

の

ユ
ガ

(Y
u
g
a
)
な
ど
か
ら
考

へ
て
閏
年
が
五
年
と
い
ふ
數
字
に
關
係
す
る
事
は
考

へ
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
叉
藏

文
が
明
か
に
五
年

と

い
ふ
句
を
使
用
し
て
居
る
事
よ
り
見
れ
ば
、
少
く
と
も
藏
文
に
譯
さ
れ
た
時
代
に
五
年
目
毎
に
閏
月
が
置
か
れ
て

ゐ
た
事
は
確
か
で
あ

ら

う
。
然
し
梵
文
が
三
年
目
と
い
ふ
句
を
は
つ
き
り
起
載
し
て
を
る
の
は
誤
寫
と
も
思
は
れ
ぬ
の
で
、
或
は
三
年
目
毎
に

一
潤
を
僵
い



て

ゐ
た
と
い
ふ
風
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
と
も
か
く
此
の
寫
本
に
よ
る
梵
文
は
甚
だ
示
唆

に
富
む
も
の
で
あ
り
今
後
の
研
究
に
待

つ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
當
時
印
度
に
於

て
は
十
九
年
七
閏
の
法
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
二
十
八
宿
と
各
月
と
の

關

係
に
於
て
閏
月
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
月
名

の
移
動
を
正
し
て
居
つ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。
然
も
藏
文
に
譯
さ
れ
た
時
代
に
は

五
年
目
毎
に
閏
月
を
置
く
法
が
西
方
の
影
響
な
し
に
も
獨
自
の
暦
法
か
ら
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

八

人

影

測

定

摩
登
伽
經
卷
下
明
時
分
別
品
第
七
の
始
め
に
は
、
先
に
述
べ
た
晝
夜
の
分
數
が
特
に
二
分
二
至
に
關
し
て
出
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
引

・續

き
時
間
に
關
蓮
し
て
日
出
か
ら
始
ま
る

一
日
を
三
十
等
分
し
た
各

ム
フ
ー
/
タ

(m
uh
�
ria
)

に
固
有
の
名
稱

を
擧
げ
、.
そ
の
晝
間

に
於
け
る
各

ム
フ
ー
ル
タ
毎
に
其
の
時
の
人
の
影
の
長
さ
が
記
載
さ
れ
て
居

る
。
そ
し
て
そ
の
數
字
は

一
つ
の
誤

記
を
除
く
ほ
か
完
登

に

一
致
し
て
居
り
、
之
を

一
表
に
す
れ
ば
左
の
や
う
に
な
る
。

然

る
に
之
と
は
別
に
、
寫
本
中
に
,
Q。
黐
轟
霊

月
よ
り

1Vl�
g
h
a

月
に
至
る
六
ヶ
月
間

の
晝
夜
の
分
數
と
日
出
、
日
中
、
日
沒
及
び

、夜

の
入
り
、
夜
牟
、
夜
の
絡
り
に
於
け
る
各

ム
フ
ー
ル
タ
名
を
あ
げ
て
ゐ
る
項
が
あ
る
が
、
そ
の
名
稱
中
前
表
と
同

一
な
も
の
は
僅
か

七

つ
に
過
ぎ
す
.
叉
ギ

ン
ツ
ェ
ル
ポ

S
�
ry
a
p
ra
jn
ap
鉱

に
記
載
し
て
ゐ
る
と
稱
す
る
三
十
の
ム
フ
ー
ル
タ
名
に
比
較
し
℃
見
て
も
同

一
名

の
も
の
は
'
R
u
d
ra
,
ﾟ
a
h
u,　
a
,
V
ija
y
a,
R
d
k
sasa

の
四
つ
に
過
ぎ
な
い
。
之
を
以
て
見
る
に
、
印
度
に
は
種

澱
異
つ
た
名
稱

が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
經
の
も
の
も
よ
く
纏

つ
て
居

る
と
い
ふ
點
に
於
て

一
つ
の
資
料
と
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。
入
影
に
つ
い

て
は
、
舍
頭
柬
經
は
そ
の
單
位
を
丈
尺
を
以
て
表
は
し
摩
登
伽
經
は
尋
を
以
て
表
は
し
て
居
る
。
し
か
し
梵
藏
共
に
之
を
人
影
と
し
て

を

る
し
、
實
測
上
か
ら
し
て
も
之
を
人
間
の
身
長
に
等
し
い
尋
と
す
る
方
が
適
當
で
あ
ら
う
。
し
か
し
元
來

こ
の
數
字
は
精
密
な
天
文

躁
登
{伽
經
の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(盖
口波
周
)

、

二
〇
白



ム フ ー ル タ 名 と 人 影 表

東

洋

學

論

叢

晝 夜

.番
號 梵 文 舍頭 摩登

柬經 伽經
人 影

(尋)
梵 交

舍頭
柬經

摩登
伽經

z Caturostha①
■ ・ 四月 四 用

'

96 Raudra 凶弊 惡

2
,

Sveta 勝 一 60 T穩avana 妙女星現

3 Sariirddha● 富i樂富 影 12 S穃preyaka 家英快攝

4
'

Sarap穰ha 臥首屋 影 6 S穗uka 憂合安隱
,

5 Atisarrirddha
● 富安富 影 5 Avanta 無底無邊

6 Udgata 離樂三圍影 4 Gardabha 驢鳴 忽

7 Sumukha② 善面樹面影 3 R稾sasa
■ 悪魔羅刹

8 Vajirako 金剛 共
(影共人等)

ノ

Avayava 阿摩 眠

9 Rohita 梨訶 尺 影 3 Brahmâ 梵 梵

10 Bala
㌧

強力勢 影 4 Diti 彩畫地提

11 Vijaya 得勝勝 影 5 Arka 無懐鳥鳴

'12
Sarvarasa 皆實大堅影 6 Vidhainana 棄意 才

13 Vasu 治業婆修影 12
幽

Agneya 安樂 火
一

14 Sundara 善仁端正影 60 Atap稟ni 火 影足

15 Yarabhayapr穡ta 最猗 凶惡影 96 Abhijit 種火近聚

二
〇
四

註 ① 梵 丈 は外 にSamudra叉 はCaturor稻aと もな つ て ゐ る。

② 藏 文 も善 面 で は あ る が ミ梵 丈 に はSauzmukliaと 竜 な つzゐ る も の も あ る。

學
的
な
毛
の
と
言

ふ
よ
り
は
文
胝
上

か
ら
も
時
間
的
名

稱
を
主
と
し
た
區

分
的
な
も
の
で
あ

り
、
從

つ
て
梵
文

も
舍
頭
柬
經
も
そ

の
測
定
日
時
を
明

記
し
て
居
ら
ぬ
か

ら
、

こ
れ
に
よ
つ

て
天
文
學
的
に
そ

の
測
定
緯
度
を
計

算
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
ら
う
。

し
か
る
に
茲
に

、
見
逃
す

こ
と
の
出

來
ぬ
の
は
、
こ
れ



ら

の
記
事
に
關
し
獨
り
摩
登
伽
經

の
み
が
次
の
や
う
な
句
を
挿
入
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

(傍
點
筆
者
)

　

　

　

　

げ

日
初

出

分

、
名

日
四

月

、

二

月

一
日
、

日
初

出

時

、

人

影

長

於

九

十

六

尋

、

第

二

影

長

六

十

尋

、

:
:
…

:

　

　

　
　
　

む

む

　

　

第
八
名
共
、
於
日
正
申
、
影
共
人
等
、

こ
の
二
月

一
日
と
日
中
正
中

に
於
け
る
影
共
入
等
の
句
は
舍
頭
柬
經
に
も
な
く
、
ま
た
梵
藏
に
も
記
し
て
居
ら
す
全
く
摩
登
伽
經

の

み
の
も
の
で
あ
る
。
梵
文
が
人
影
測
定
に
當
り
其
の
最
も
大
切
な
日
時
を
記
し
て
居
ら
ぬ
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
や
う
に
そ
の
編
纂

の

性
格
上
か
ら
も
敢
て
不
思
議

で
は
な
い
が
、
た
だ
摩
登
伽
經
以
外
の
も
の
が

一
番
重
要
な
日
正
中
に
於
け
る
測
定
を
畉
い
て
居
る
の
は

了
解
に
苦
し
む
。
然
る
に
摩
登
伽
經

の
譯
者
が
そ
の
觀
測
日
時
を
起
春
た
る
二
月

一
日
と
明
記
し
、
日
正
中
に
於
け
る
影
が
人
と
等
し

い
と
の
句
を
挿
入
し
て
を
る
の
は
、
先
の
七
種
曼
荼
羅
を
七
曜
の
周
天
數

に
置
き
代

へ
た
事
と
言
ひ
、-
明
か
に
天
交
學
的
に
目
覺
め
て

ゐ
た
事
を
立
證
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
事
實
は
先
に
も
述
べ
た
や
う
に
計
算
上
ほ
ぼ
北
緯
三
十
九
度
と
な
り
、
正
し
く
サ
マ

ル
カ
ン
ド
附
近
の
觀
測
に
基
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
、は
全
く
前
述
し
た
棒
の
影

の
長
さ
の
觀
測
に
も
符
號
し
、
摩
登
伽
經
の
天
文
記

事
が
單
に
梵
本

の
直
譯
に
よ
ら
す
、
そ
の
觀
測
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
附
近
の
實
測
に
よ
る
と
の
推
定
を
い
よ
い
よ
確
認
す
る
も
の
と
言

へ

や

う
。

九

時

間

蒔

間
を
示
す
名
稱
中
そ
の
長
さ
に
つ

い
て
も
異
論
が
な
く
、
且

つ
そ
の
基
準
と
も
な
る
も
の
は
先
に
も
し
ば
し

ば
出
て
來
た

ム
フ
ー

ル
タ

(m
u
h
�
rta,)
で
あ
る
。

漢
譯
で
は
之
を
時
、
分
、
須
叟
、
或
は
暫
時
な
ど
と
も
譯
し
て
ゐ
る
が
そ
れ
が

一
日
の
三
十
分
の

一
に

相
當
す
る
こ
と
は
各
本
の

一
致
す
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
下
の
よ
り
短
い
名
稱
に
つ
い
て
は
頗

る
差
異
が
あ
り
、
之
を
漏
刻
法

摩
登
,伽
經
の
天
文
暦
數
に
つ
い
て

(盖
口波
周
)

二
.0
五



東

洋

學

論
胆
叢

゜

二
〇

六

.

し

う

も

も

に
よ

つ
て
名
づ
け
る
も
の
や
刹
那
に
よ
る
も
の
、
或
は
ま
ば
た
き
に
よ
る
も
の
な
ど
に
よ
つ
て
同
じ
名
稱
で
も
必
す
し
も
時
間
的
に
は

一
致
し
て
ゐ
な
い
。
先
づ
刹
那
に
關
し
て
漢
譯
は
次
の
や
う
に
記
述
し
て
居
る
.

摩

登
伽
經
-1

婦
入
紡
艇
、
得
長

一
尋
、
是
則
名
爲
刹
那
時
也
、
六
十
刹
那
、
名

一
羅
婆
、
三
十
羅
婆
、
名
爲

一
時
、
此

一
時
者
日

一
分

也

、

凡

三

十

分

爲

一
日

夜

、

舍

頭
柬
經
-

譬
如
有
人
、
切
三
尺
縷
、
不
長
不
短
、
是
號
爲
節
、
計
六
十
節
、
名
之
日
限
、
計
二
十
限
名
日
須
臾
、
如
斯
計
之
晝

夜
流
過
、
叉
三
十
須
臾
、

今

こ
の
部
分
の
梵
文
を
見

る
に
、

嬖
肖
へ
ば
婦
人
が
餘
り
長
く
も
短
く
も
な
い
紐
を
切

る
時
の
、
さ
う
い
ふ
長
さ
が
、

タ
ッ
ト

・
ク
シ
ャ
ナ
で
あ

る

(①
ぐ
9
臥伊
鎌
印
σq
ず
霧

ta
tk
sa
65菩
)
。
百
二
十
タ
ッ
ト

・
ク
シ
ャ
ナ
が

h
刹
那

(ek
�
k
san
　,)
で
あ
り
、
六
十
刹
那
が

一
羅
婆

(
一碧
菩

)
、
三
十
羅
婆

が

一

ム
フ
i
^
タ

(
霞
u
h
�
rta
h
)
で
あ
る
。

と
な
つ
て
居
る
が
、

こ
の
切
る
と
い
ふ
語
は
別
に
梵
語

の
第

七
種
動
詞
で
は
紡
ぐ
と
い
ふ
意
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
、
藏
文
は
摩
登
伽
經

と
同

樣
に
布
を
紡
ぐ
と
し
て
居
惹
。
し
か
し
梵
語
の
上
か
ら
は
舍
頭
柬
經
の
如
く
切
る
と
す

る
方
が
正
し
い
が
、
果
し
て
い
つ
れ
が
實

際

上
の
も
の
で
あ
つ
た
か
は
是
れ
だ
け
で
は
判
明
し
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は

ta
tk
s眉
a
h

と
い
ふ
語

で
あ

る
。

こ
の

蜜
什
に
相
當
す
る
譯
語
を
コ
本
と
も

「
是
」
と
し
て
居
る
が
、
若
し
強
い
て
是
と
譯
す
な
ら
ば
'

k
sa
i　a
は
中
性

で
あ
る
か
ら
そ
の
文

章

は
文
法
上
明
か
に

ta
t
k
saiaa
m

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
る
に

ta
tk
s選
a
h

は
依
士
の
複
合
調

で
あ
る
か
ら
、
こ
の

場

合
ど
う
し
て
も
時
間
的
固
有
名
詞
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
そ
の
刹
那
は
明
か
に
女
性
形
た
る

訂
岩

罰
と
な
つ
て
を
る

ギ

が
、
他
の
個
所
で
は
單
に

訂
岩
騨
と
し
て
居

る
か
ら
そ
れ
で
も
差
支

へ
は
な
い
。
然
し
と
も
か
く

雷
夢
零
零

と

閃
墜
富

或
は

犀
郭
餐



と
は
ど
こ
ま
で
も
別
個
な
も
の
で
あ
る
。
藏
文
は
い
つ
れ
の
意
に
も
取
れ
る
が
、
い
ま
倶
舍
論
を
見
る
に
、
そ
の
分

別
世
品
第

三
に

「
恒
刹
那
量
」
と
出
て
來
・る
の
が
こ
れ
で
あ
り
、

こ
の
意
味
に
於
て
漢
譯
二
本
の
そ
れ
は
不
充
分
で
あ
る
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
術

こ
の
恒
刹
那
に
關
し
て
倶
舍
論
は
、

「
百
二
十
刹
那
、
爲
恒
刹
那
量
」
と
し
て
其
の
順
序
が
梵
文
の
も
の
と
逆
に
な
つ
て
ゐ
る
ご
乏
は

注
意
を
要
す

る
。
そ
の
他
各
本
の
上
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
梵
文
の
も
の
が

一
番
よ
く
纒

つ
て
居

る
の
で
、
い
ま

一
日
を
二
十
四
時

間
と
し
て
計
算
す
る
と
衣
の
や
う
に
な
る
。

H
磯
海
ー
ω
O
旨
β
げ
費
霞

(羆
℃
串
℃
油
海
℃
螺
羆
)

(24
　
)

0

1
in
u
h
�
r
ta
=

3
0
l
a
v
a

(
　

臟

℃

瑁

)

(心
Q。
ゆ

)

I
la
v
a
=

6
0
k
sa
ix
四

(
澄

轢

,

gy
p
)

C
1

5
5　̀
)H

訂

眉

飼
ー

】
トの
O
蜜
爵
噸
眉

鏈

(
一圃
渥

瓔

)

(
1
5
尊
)

1
ta
tk
s
a
n
a
=

7
5
　r　

倚

三

十
晝

夜

を

一
月

(
m
a
s
a
)

と
し

、

十

二

ヶ
月

を

一
歳

(
。・
篝

著
辞
。・
騨
壁

)

と

す

る

こ

と

は

梵

文

に
も

明

記

し

て

あ

る

が

、
'
次

に

漏
刻

法

と

い

ふ

の

が

出

て
來

る
。

舍

頭

柬

經

は
之

を

缺

き

、

梵

文

は

之

に

關

す

る
も

の
を

k
�
la

(
時

)

の
法

と
し

て
次

の

如

く

計

算

し

て
居

る
。

1
m
u
h
�
r
ta
=

2
n
�
lik
�

(
　
j
)

(藤
。。
ゆ
)

～

1
n
�
J.ik
�
=

3
0
k
a
k
i

(
,　
�

)

(2
4
　
)

,

摩
登
伽
經

の
天
文
暦
一數
に

つ
い
て

(善

波
周
)

1
1
O
七



東

洋

學

論

叢

二
〇
八

H
障
9
団
ー

お

犀
籾
笹

箇

(
酵

翼

Y

(鵠
尊
)
.

1
k
　.s
th
　.=

4
la
v
a

(
;.{　

)

(
H
窒

)

1
la
v
a
=

2
a
k
s
i≫
�
n
e
s
a

O

(
QQ瀏

尊

)

1
a
k
s
in
iin
e
s
冒

馳

尊

し
か
し
摩
登
伽
經
は
こ
の
所
で
、

「
如
人
瞬
頃
、
名

一
羅
婆
」
と
し
て
ゐ
る
が
梵
藏
共
に
二
瞬
が

一
羅
婆
と
な

つ
て
居
り
、
そ
の
方

が
正
し
始
。
し
か
も
　

°

la
v
a
で
適
刹
那
の
法
と
漏
刻
の
法
で
は
そ
の
長
さ
が
異

つ
て
來

る
。

叉
時
を
示
す
.k
�la
と
時
の
固
有
名

詞

で
あ
る

貯
屮団

と
は
區
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
S
°
n
d
lik
�
と
い
ふ
の
は
こ
こ
で
言
ふ
漏
刻
で
あ
る
が
、
普
通
に
漏
刻
の
法
と
言
ふ
時

に
は
小
瓶

の
意
な
る

σq
剛影
葺
蠧

或
は
管

の
意
を
有
す
る

⇒
置
岡
な
る
語
を
用
ぴ
る
。

そ
の

時
を
計
る
方
法
に
關

し
て
麼
登

伽
經
は
次

の
や
う
に
記
し
て
を
る
。

,

一
刻
用
水
の
盈
滿
五
升
、
,圓
笛
四
寸
、
以
承
瓶
下
、
黄
金
六
銖
、
以
爲
此
笛
、
漏
水
五
升
、
是
名

=
刻
、

と
れ
で
大
體
の
見
當
は
つ
く
が
、
梵
文
は
五
升
の
代
り
に

一
紆
9
9
鄙
ち
1
10
0

p
a
la
の
水
と
し
て
を
る
。

そ
し
て
先
づ

⇔
粤

黐

の
穴

の
大
き
さ
は
幾
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
風
に
記
述
し
、

一
ス
バ
ル
ナ
量

(su
v
arn
a
)
の
重
さ
の
あ
る
長
さ
四
指
節
の
圓
形
の
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
同
じ
長
さ
の
黄
金
の
籌

(
鐙
H舞
箇
)
を

造
り
、
'然
る
後

一
方
か
ら

一
方

へ
水
瓶
に
穴
を
う
が
つ
。

,

と
し
て
、
こ
の

岑
舘
時
餅

の
二
つ
が

一
ム
フ
ー
ル
タ
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
藏
文
も
殆
ん
ど
こ
の
直
譯

で
あ
る
が
、

こ
れ
で
見
る
と
水



の
量

と
穴
の
大
き
さ
を
規
定
し
て
居
る
か
ら
充
分
實
用
性
が
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。
摩
登
伽
經
の
時
間
κ
關
す
る
記
事
は
以
上
で
終

つ
て
ゐ
る
が
、
舍
頭
柬
經
は
以
上
の
諸
事
項
を
單
に
次
の
數
句
で
片
附
け

て
を
る
。

吾
爲
仁
分
別
、
十
蝨
胸
名
日
卒
、
二
十
卒
則
爲

一
時
、
三
十
時
名
日
須
臾
、

e

こ
れ
は
先
の
摩
登
伽
經
の
も
の
や
梵
文
の
も
の
と
は
叉
異

つ
た
方
法
で
あ
る
が
、
二
十
卒
を
三
十
卒
と
す
る
と

こ
の
計
算
法
は

マ
ハ

ー
バ

ー
ラ
タ
や
ビ
シ
ヌ

・
プ
ラ
ー
ナ
な
ど
に
出
て
來
る
も
の
と
符
合
す
る
。
梵
文
に
は
こ
の
外
に
、

・

I
m
u
h
�
rta=
64
k
a
l'　,,
1
k
a
l�
=
l
6
k
�
sth
　.,
1
k
　　sth
�=
l6
m
im
esa
,

と

い
ふ
の
も
出
て
事

る
が
、
こ
れ
ら
を
更
に
各
文
獻
に
よ
つ
て
檢
討
し
た
な
ら
ば
、
或
は
そ
の
間
に
時
代
的
乃
至
地
方
的
に
何
等
か
の

系
統

が
出
見
せ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
が
、

こ
こ
に
は
た
だ
同

一
名
稱
の
も
の
で
も
其
の
系
統
に
よ
つ
て
時
間
的
に
必
づ
し

も
同

一
で
は
な
い

ど

い
ふ
事
を
特
に
注
意
し
て
置
き
た
い
。

+

尺

度

里

程

尺
度
の
單
位
は
極
微

(鬘
騫
ヨ
習
ε

に
始
ま
り
由
r

(y
o
ja
n
a
)
に
絡

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
梵
藏
漢
と
も
多
少
の
異
同
は
あ
る

が
、
先
づ
梵
文
を
基
準
と
し
て
之
を
整
理
す
れ
ば
次
の
や
う
に
な
る
。

H
図
o
冒
u
gH
劇
ζ
○
鍬

(油
瞬
吟
℃
騨
)

(巻
H
牌
9。O、『
)

1
k
ro
s
a=
10
00
d
h
an
u
(
　
)

(誉
嵩
↓
)

1
d
h
a
n
u
=
4
h
asta
(　　
)

(誉
⑪
扣
H
4
)

塵
　登
伽
經
の
天
文
一暦
數
に
つ
い
て

(善
波
周
)

,

二
〇
九



粛

洋

學

論

叢

一
二

〇

.
1
b
a
st
a
=

2
v
ita
s
t
i

('JZ
)

(
巻

目
扣

凱
4

b◎
ゆ

)

H
<
凶蜜

ω江
ー

冨

即
渉
σQ
巳

凶
(
懿

い

嚇
耶
靨

)

(
欝

刈
4

①
ゆ

)1
a
n
g
u
li=

7
y
a
v
a
=

3
a
n
g
u
lip
a
r
v
a

(
　
p
)

(
誉

①
ゆ

9ゆ
鼠
)

1
g
a
v
a

O

=

7
lik
s
a

O

(
誉

ゆ
囲
)

1
・lik
鷲
=

7
g
o
r
a
j�

(
"

酬

臟

)

(
螻

)

1
g
o
r
a
ja
=

7
e
d
a
k
a
r
a
ja

(
赫

鵡

懸

)

μ
Φ
曾

冨

騫

》
ー

刈
職
菰

9
冨

歪

㎞9

(
勘

鵡

無

)

1
s
a
s
a
k
a
r
a
ja
=

7
v
�
ta
　
a
n
a
ra
ja

(
j　
(,　5　

　

)

I
v
　9
ta
�
a
n
a
v
a
ja
=

7
a
n
.ロ

(
霪

黶
,

7゚
職

)

1
a
n
u
=

7
p
a
r
a
m
　.n
u

(
　

　

)

さ

て
梵

文

に

は

、

こ

の
由

旬

を

特

に
摩

迦

陀

國

(
言

箇
σq
9
穿

9
)

の
由

旬

で

あ

る

こ

と

を

明

記

し

て
居

る
點

よ

り

見

る

に
、

こ
の

法

よ

り

も

他

に
幾

ら

か

の
計

算

法

が

あ

つ
た

こ

と

は
確

實

で

あ

ら

う
。

例

へ
ば

今

試

み

に

之

を

倶

舍

論

や

西

域

記

の

そ

れ

と

比

較

し

て
見

て

も

か

な

り

の
違

ぴ

が

見

出

さ

れ

る
。

印

ち

倶

舍

論

は

、

兎

毛

塵

、

水

塵

、

金

塵

、

微

塵

の
順

と

な

し

、

西

域

記

は

牛

塵

、

銅

塵

、

水

塵

の

順

と
な

つ

て

を

る
。

し

か

し

こ
れ

ら

は

單

に
名

稱

だ

け

の
も

の

で

あ

る
か

ら

實

際

上

に
は

ど

ち

ら

で

も

大

差

は

な

い
。

た

だ

由

旬

に

つ

い

て

は
倶

舍

論

並

に
西

域

記

と

も

一
踰

膳

那

を

八

拘
盧

舍

、

一
拘

盧

舍

を

五

百

弓

、

一
弓

を

四
肘

、

一
肘

を

二

十

四

指

節

、

一
指

節

を

七

宿

麥

と
し

て
居

る
6

か

く

の
如

く

少

く

と

も

一
由
旬

を

八
叉

は

g
[Q

k
r
o
n
a

に

よ

つ

て
分

け

る

二

つ

の
方

法

が
見

出

さ

れ

る
。

し

か

し

此

の

兩
者

を

檢

す

る

に
、

そ

の
區

分

法

は
異

つ

て
居

る

が

全

長

に

於

て

は
完

全

に

一
致

し

て
居

る
。

し

か

る

に

西

域

記

卷

二

に

よ

る

と
、



踰
膳
那
者
、
自
古
聖

一
日
軍
行
也
、
舊
傳

一
踰
膳
那
四
十
里
矣
、
印
度
國
俗
乃
三
十
里
、
聖
教
所
載
唯
十
六
里
、

と
あ
つ
て
こ
の
文
章
だ
け
か
ら
す
る
と
由
旬
に
も
種
類
が
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
長
さ
で
あ

る
が
、
倶
舍
論
に
よ
れ

ば

一
肘
を

一
尺
八
寸
と
し
て
居

る
か
ら
、
之
を
計
算
す
れ
ば

一
由
旬
は
二
八
八
〇
〇
尺
と
な
る
。
而
も
唐
尺
は

一
里
を

一
八
〇
〇
尺
と

規
定
し
て
を
る
の
で
こ
れ
は
丁
度
十
六
里
で
あ
る
。
故
に
所
謂
聖
歡
所
載
の
十
六
里
と
い
ふ
の
は
唐
尺
に
換
算

し
た
里
數
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
然
ら
ば
こ
の
長
さ
は
前
記
摩
登
伽
經
の

一
由
旬
と

一
致
す
る
で
あ
ら
う
か
、
印
度

の

ぴ
器
蜜

(肘
)

と
い
ふ
の
は
肘
の
關

節
か
ら
中
指
の
先
ま
で
を
言
ふ
の
で
あ
り
、
ア
ー
リ
ヤ
入
の
そ
れ
は
季
均
○

・
四
六
米

(我
國
の
曲
尺
約

一
尺
五
寸
二
分
)
に
當

る
と
言

q

は
れ
る
伽
ら
、
こ
れ
か
ら
計
算
す
る
と

一
由
旬
は
二
四
四
〇
〇
尺
と
な
る
。

一̀
方
先
の
倶
舍
論
か
ら
の

一
由
旬
二
八
八
〇
〇
尺
は
唐
尺

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
亦
邦
尺
二
四
四
〇
〇
尺
と
な
る
。
印
ち
兩
者
の
長
さ
は
全
く
同

一
で
あ
り
、
そ
れ
は
邦
程
約

一
里
三
十

丁

(
七
三

九
四
米
弱
)
に
相
當
す
る
。

し
か
ら
ば
西
域
記
の
舊
傳
に
よ
る
四
十
里
と
印
度
國
俗
に
よ
る
三
十
里
と
い
う
の
は
果
し
て
聖
教
所
載
の
十
六
里
と
全
然
別
個
な
も

の
で
あ
ら
う
か
。
舍
頭
柬
經
は
前
表
と
同
じ
配
別
の
次
に
、
特
に

「
三
十
里
爲

一
由
旬
」
と
い
ふ

冖
句
を
挿
入
し
て
居
る
が
、
さ
う
す

る
と
舍
頭
柬
經
の
譯
者
の
考

へ
て
ゐ
る
前
表
の
尺
度
里
程
に
よ
る

マ
由
旬
そ
の
も
の
が
三
十
里
と
言
は
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

即
ち
舍
頭
柬
經
に
關
す
る
限
り
、
所
謂
聖
教
所
載

の
十
六
里
と
こ
の
三
十
里

一
由
旬
と
は
數
字

こ
そ
異
な
れ
、

そ
の
全
長
に
於
て
は
同

一
な
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。
從

つ
て
彊
い
て
考

へ
れ
ば
前
記
西
域
記
の
舊
傳
と
か
國
俗
と
か
言

ふ
こ
と
も
た
だ
名
稱

の
違
ぴ
だ
け
で
あ
つ
た
と
解
さ
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
、
實
際
は
や
は
り
摩
迦
陀
國
の
も
の
と
か
、
そ
の
他
の
も
の
が
あ
つ
た
と
考

へ
る

の
が
要
當
で
あ
ら
う
。
然
し
少
く
と
も
舍
頭
柬
經
が
譯
さ
れ
た
頃
は
摩
迦
陀
國
使
用

の
も
の
が
最
も
權
威
が
あ

り
、

印
度
國
俗

の

一

由
旬
三
十
里
と
言
は
れ
る
も
の
な
ど
も
そ
の
里
程
は
事
實
上
麼
迦
陀
國
の
そ
れ
に
同
調
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見

る
べ
き

で
あ
ら

う
。

塵
冖登
伽
經
の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(善
波
周
)

二
一
一



東

洋

學

論

叢

一ニ

ニ

y
ojan
a　
と
は
英
語
の

図
○冠
口
σq
印
ち
馬
を
つ
け
る
事
で
あ
り
、
驛
馬
の
區
間
を
意
味
す
る
か
ら
古
聖

冖
日
の
軍
行
と
い
ふ
の
は
勿
論

第

二
義
的
な
解
釋
で
あ
る
。
從

つ
て
里
程
上

(修
辭
的
な
も
の
は
別
と
し
て
)

一
由
旬
を
邦
程
約

一
里
三
十
丁

と
考

へ
る
こ
と
は
特
殊

な
場
合
を
途
き

一
般
に
通
用
し
得

る
も
の
と
信
す
る
。

十

一

結

語

・
以
上
、、
摩
登
伽
經
に
現
れ
た
天
文
暦
數
に
關
す
る
記
事
を
梵
文
及
び
藏
交
と
封
照
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
内

容
と
意
義
を
持

つ
も
の

で
あ
る
か
を
考
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
は
摩
登
伽
經
の
觀
災
詳
品
第
六
の
絡
り
に
、
卯
牛
未
酉
子
の
五
つ
の
時
に
於
け

る
地

動

の
有
樣
を
星
占
的
立
場
か
ら
述

べ
て
ゐ
る
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
梵
文
に
は

こ
の
五
つ
の
時
に
該
當

す
る
語
は
な
く
、
時

間

に
十
二
支
を
配
當
す
る
の
ば
恐
ら
く
後
世
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
亦
譯
者
の
加
筆
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
又
漢
譯
に
は
な
い
が
梵
文

に
は

tith
i
に
關
す
る
星
占
的
な
簡
單
な
.記
事
を
載
せ
て
ゐ
る
が
'
tith
i
と
は
朔
か
ら
朔
の
間
を
三
十
に
分
け

た
も
の
で
あ
り
、

一
々

に
名
稱
が
あ
り
暦
法
上
相
當
複
雜
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
全
く
天
文
學
的
に
で
は
な
く
然
も
單
に
第

一
か
ら
第
十
五
に
至
る

そ
れ
の
簡
單
な
星
占
を
取
り
扱

つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
他
に
は
天
文
暦
數
上
問
題
に
な

る
や
う
な
記
事

は
見
當
ら
ぬ
や
う
で
あ

る
。さ

て
最
後
に
こ
れ
ら
を

一
括
す
る
と
次

の
や
う
な

こ
と
が
言

へ
る
。

一
、
摩
登
伽
經

の
梵
本
は
北
緯
二
十
六
度
附
近

の
中
印
度

の
或
る
地
方
、
恐
ら
く
麾
迦
陀
國
統

一
後
に
於
け

る
其

の
勢
力
の
及
ん
で

ゐ
た
地
方
に
於
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

二
、
梵
文
の
そ
れ
ら
の
記
事
は
當
時
の
天
文
暦
數
を
代
表
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
印
度
天
交
學
上
第

一
期
の
も
の
を
、傳
承



し
て
居
り
、
そ
の
天
文
知
識
は
星
占
の
域
を
脱
し
て
ゐ
な
い
。

三
、
藏
文
は
最
も
梵
文
に
忠
實
で
は
あ
る
が
、

一
部
は
飜
譯
當
時
の
暦
法
に
照
ら
し
多
分
に
改
訂
し
た
部
分
が
見
ら
れ
、
し
か
も
そ

の
部
分
は
却

つ
て
正
確

さ
を
持

つ
て
を
る
。

.

・

四
、
梵
文
作
製
當
時
に
は
西
方
天
文
學

の
影
響
は
全
然
見
受
け
ら
れ
な
い
。

五
、
麾
登
伽
經
上
下
二
卷

の
譯
者
は
頗

る
天
文
を
善
く
し
、
し
か
も
當
時
は
西
方
の
天
文
暦
法
の
影
響
が
明
か

で
あ
つ
た
の
で
、
飜

譯
に
際
し
て
そ
の
知
識
に
基
き
縱
横
に
加
筆
改
訂
し
た
か
、
或
は
月
氏
國
に
て
既
に
改
作
さ
れ
た
も
の
を
譯
し
た
か
そ
の

噂い
つ
れ

か
で
あ
り
、
印
度
固
有

の
天
文
と
言
ふ
よ
り
は
寧
ろ
そ
れ
を
土
臺
と
し
た
譯
者
の
天
文
暦
數
が
述
べ
ら
れ
て
居
る
。

六
、
麼
登
伽
經
の
天
文
學
的
記
事
中
に
サ

マ
ル
カ
ン
ド
附
近
の
觀
測
が
挿
入
さ
れ
て
居

る
こ
と
は
疑
う
餘
地
な
く
、
西
方
天
文
學
の

影
響
は
顯
著
で
あ
る
。

七
、
舎
頭
柬
經

の
天
文
記
事
は
全
般
的
に
は
梵
文
に
忠
實
で
は
あ
る
が
、
記
事

の
缺
け
て
ゐ
る
部
分
が
相
當
に
あ
り
、
特
に
西
方
天

文
學
の
影
響
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
譯
者
に
よ

つ
て
印
度
在
來

の
天
文
知
識
が
少
な
か
ら
す
織
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
。

(完
)

(京

都
大
學
講
師
)

塵
尸登
伽
經
の
天
丈
暦
數
に
つ
い
て

(盖
口波
周
)
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